
校友会支部一覧（設立順）平成16年2月末現在 
支部名 支部長 卒年・学部 事務局・電話番号 

岡 山 県 支 部  1

2

3

4

5

6

7

8

9
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芦田　正之 S40交短機 
S43経営 

〒708-0824　津山市河辺1155－31 
（株）コスモツーリスト内 （0868－26－5423） 

香 川 県 支 部  長田　恒久 S43短自 
S46機械 

Ｓ45交機 

〒769-1407　香川県三豊郡仁尾町丁319－6 
前川宗正 （0875－82－3983） 

大 学 支 部  荒木　一雄 〒574-8530　大東市中垣内3－１－１ 
大阪産業大学内 （072－875－3001） 

愛 媛 県 支 部  能智　正雄 Ｓ46経営 〒799-1101　愛媛県周桑郡小松町大字新屋敷甲 
3084-9 （0898－72－2194 ） 

吹 田 支 部  伊藤　孝義 S27交短運 〒564-0083　吹田市朝日が丘町12－22 
（06－6388－7100） 

大 分 県 支 部  小畑　京治 S51経営 〒870-0252　大分市大在浜266ー1 
姫野一彦 （097－593－1606） 

兵庫県西支部 大久保　司 S46経営 〒670-0061　姫路市西今宿2－4－6 
（株）ビジネスサービス内 （0792－98－1000） 

大阪日産モーター支部 神馬　克之 S47短自 〒550-0015　大阪市西区南堀江3－14－22 
大阪日産モーター（株）内河崎祐次 （06－6541－2310） 

高 知 県 支 部  大久保隆教 S43短自 〒780-0004　南国市大　甲2270 
（0888－64－2548） 

大阪北河内支部 津曲　逸雄 S49交機Ⅱ 
〒571-0006　門真市上馬伏21-5-1 
津之宮自動車整備（072－882－8022） 

奈 良 県 支 部  森田富士男 S45経営 〒630-8268　奈良市大豆山町10 
（0742－24－5903） 

和歌山県支部 山西　義彦 S43経営 〒642-0024　海南市阪井992 
（073－487－3356） 

大阪中・南河内支部 吉内　秀徳 S43経営 〒579-8035　東大阪市鳥居町5－7 
吉内保険事務所 （0729－84－7272） 

長 崎 県 支 部  平尾　武次 S47交機 〒851-0133　長崎市矢上町724-1 
（有）平尾ダンボール内 （095－838－2063） 

三 重 県 支 部  渡邊　　優 S46経営 

関 東 支 部  井上　静也 S43交機Ⅱ 〒224-0008　横浜市都築区荏田南1－20－4－1102 
（045－941－5202） 

新 潟 県 支 部  広田　　潔 S41交短自 〒949-7101　新潟県南魚沼郡六日町五日町14 
（0257－76－2051） 

福 井 県 支 部  早瀬　俊雄 S44経営 〒914-0314　敦賀市杉箸84－14 
（0770－27－1610） 

鳥 取 県 支 部  下山　博司 S47経営 〒680-0146　鳥取県岩美郡国府町大字町屋265 
（0857－22－1525） 

広 島 県 支 部  重見　　定 〒739-1201　広島県高田郡向原町坂6711－3 
（0826－46－7011） 

大 阪 市 支 部  石本　　理 S44経営 〒557-0054　大阪市西成区千本中1－19－6 
高見新一 （06－6652－5675） 

鹿児島県支部 赤崎　一弘 S43交機Ⅱ 〒890-0055　鹿児島市上荒田町849 
有馬順一郎 （099－255－6711） 

北 海 道 支 部  浜田　修平 S38交短自 〒042-0914　函館市上湯川20－10 
（0138－57－9126） 

大阪日産自動車支部 鮫島　好徳 S42短自 〒551-0021　大阪市大正区南恩加島6－3－10 
（06－6551－2865） 

福 岡 県 支 部  藤　　洋一 S45経営 〒811-1211　福岡県筑紫郡那珂川町今光5－46 
（092－952－1437） 

兵庫県南支部 西山　　均 S48機械 〒651-1213　神戸市北区広陵町6-5 
（078－583－1280） 

宮 崎 県 支 部  朝倉英二（代行） S56交機 〒880-2112　宮崎市大字小松1941-57 
（0985－48－2799） 

徳 島 県 支 部  筒井　健一 S48短自 〒772-0053　鳴門市鳴門町土佐泊浦字高砂186－16 
芝野光 （088－687－0136） 

埼 玉 県 支 部  鈴木規久男 S39交短経 〒350-1317　狭山市水野384－15 
高橋正秋（042－958－2854） 

兵庫県但馬支部 岸本　隆男 S43交機 〒667-0012　兵庫県養父郡八鹿町伊佐17－2 
田村静夫 （0796－62－6855） 

京 都 府 支 部  西村　新一 S39交短自 
〒607-8471　京都市山科区北花山大峰町1－10 
柴橋信行 （075－581－9744） 

〒510-0854　四日市市塩浜本町1ー53 
水野直樹 （0593－46－2529） 

34 韓国総同門会 玄　　雄鍾 S62経営 
ソウル市広津区九宣洞201ー8号　東亜B／D 2F  
（001ー822ー3436ー1631） 

32 大阪泉州支部 加藤　　豊 S43経営 
〒591-8002　堺市北花田町4丁目94ー30 
（有）グランコーヒー内 （0722ー50ー3105） 

33 台 湾 校 友 会  張　　明 S61経営 
台北市松江路108ー23 
（02ー2565ー1712） 

35 滋 賀 県 支 部  田中　善昭 S45経営 
〒528-0067　滋賀県甲賀郡水口町山3919－133 
柴原延行 （0748－62－8561） 

36 兵庫県東支部 松山　雅夫 S54経営 〒530-0047　大阪市北区西天満5ー10ー9 
松和写真製版内（06－6311－8731） 

S47経営 
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凡友 第66号 大阪産業大学校友会会報 
ぼ ん　 ゆ う 

会員総数60,699名 
（平成16年1月31日現在） 

号 第 66
2 0 0 4・春  

第５２回代議員会、平成１５年度総会・懇親パーティ…………………………2 

第５３回代議員会報告、支部長会報告、平成１６年度予算、活動報告………3 

学園だより／理事長叙勲、太田房江大阪府知事講演会 ほか …………4～5 

校友の活躍ぶり拝見（田村満喜雄さん）……………………………………6 

校友のひろば／世代を超えた交流の場 ほか ………………………………7 

トピックス／アントレプレナー専攻紹介 ほか ………………………………8 

学科紹介（経営学部 経営学科） ……………………………………………9 

支部レポート …………………………………………………………10～11 
（京都府、大分県、愛媛県、北海道、岡山県、埼玉県、鹿児島県、大阪日産、大学） 

私たち、がんばりました …………………………………………… 12～13 
（野球部阪神リーグ優勝・関西大会準優勝、体育会・文化会系クラブ活動報告） 

校友会からのお知らせ………………………………………………14～15 
（近畿地区支部ブロック会議、四国地区支部ブロック会議、子女入学特典制度、校友会総会案内、スイートカップルほか） 

工学部環境デザイン学科女子学生のみなさん 
（全学女子学生1114名在籍） 



2 3代議員会、総会・懇親パーティ 大阪産業大学校友会会報　凡友66号 

代 議 員 会 ・ 支 部 長 会  

第52回代議員会、 
平成15年度総会・懇親パーティ 
平成15年11月9日（日）10時より「リーガロイヤルホテル京都」にて 
第52回代議員会と平成15年度総会・懇親パーティが開催されました。 

11月9日リーガロイヤルホテル京都にて開催 

 

 

　代議員会は、年2回開催される本会最高議決機関です。代議員会構成

員158名のうち全国から102名が出席。司会は柴橋信行幹事（S56機械）。 

　はじめに光岡会長の挨拶があり、会員数が平成15年3月の卒業生を入

れ6万名を超えたこと、昨年8月に兵庫県東支部が設立され、地域支部

33（うち海外支部2）、職域支部3の36支部となったことなどが報告され

ました。次に新たに代議員となった大学支部の荒木一雄支部長（S45交

機）、兵庫県東支部の松山雅夫支部長（S54経営）、大阪市支部の石本理

支部長（S44経営）、宮崎県支部の朝倉英二支部長代行（S46交機）が紹

介されました。 

　議題に入り、議長に幹事の入澤毅氏（S50機械）、副議長に三重県支部

長渡辺優氏（S46経営）が選出されました。議事は①平成14年度事業報

告・活動報告（加門副会長・事務局長）②平成14年度会計報告（福井副会

長・会計長）③平成14年度会計監査報告（金住会計監事）。決算内容につ

いては前号（65号14ページ）に掲載しています。質疑・応答の後、一同

の拍手をもって承認されました。 

 

 

　第53回代議員会が、平成16年2月21日（土）兵庫県有馬温泉・有馬グ

ランドホテルで開催されました。全国から110名の役員が出席。司会進

行は奥田淳一幹事（Ｓ57経営）。 

　光岡会長挨拶ののち議事に入り、議長に武内清利幹事（Ｓ50土木）、副

議長に香川県支部の長田恒久支部長（Ｓ43短自）が指名されました。 

　議題は（1）活動報

告（加門事務局長）、

（2）平成16年度予

算について（福井会

計長）、（3）財政安定

化基金の運用につい

て（加門事務局長）の

説明がありました。議

題3の財政安定化基金運用は現在、昨今のペイオフ対策として6銀行に分

散されている預金を順次国債などに置き換えていくもので、今回は1億

円で5年国債を購入するという提案でした。議題について質疑が行われ

た後、拍手でもって承認されました。 

 

 

　代議員会終了後、同室において総会が開催されました。懇親パーティと

分離した総会は、広く一般の会員に意見や要望を聴く場を設けることを

目的として、前回の平成14年度総会から実施されています。司会を幹事

の柴橋信行氏（S56

機械）が務め、光岡会

長から一年間の事業

内容、代議員会の報

告がありました。 

300名を超える参加者 

平成16年度予算など承認 

　懇親パーティは代議員会・総会に引き続き、12時30分より開催されま

した。懇親パーティが大阪市内を離れて開催されるのは10数年ぶりとな

り参加者の減少が心配されましたが、地元京都府支部の活動もあり、

300名を超える参加者がありました。司会は会員から紹介のあったプロ

の文元智子さん。 

　光岡会長挨拶、中山英明常務理事、瀬島順一郎学長の祝辞の後、今年

も越後から送られた清酒「凡友」で鏡開きしパーティが開演されました。

引き続き8月に結成総会が行われた兵庫県東支部・松山雅夫支部長（S54

経営）、旧神戸市支部が地区を拡大

し新たになった兵庫県南支部・西山

均支部長（S48経営）にそれぞれ

支部旗が贈呈されました。パーティ

は「食べるものがないよ」と言われ

るぐらいの盛況で、そこここで談笑、

歓談が行われ、最後に恒例の支部

特産品福引大会で閉会となりました。 

平成16年度予算 （自H16.4.1～至H17.3.31） 
●一般会計 

●特別会計（財政安定化基金） 

収 入 の 部  
 
前 期 繰 越 金  
校 友 会 費  
会 費 収 入  
雑 収 入  
合 計  

支 出 の 部  
 
会 議 費  
総 会 費  
通 信 費  
印 刷 費  
会 報 費  
備 品 費  
旅 費 交 通 費  
慶 弔 費  
消 耗 品 費  
会 員 名 簿 費  
記 念 品 費  
助 成 金  
広 報 費  
人 件 費  
雑 費  
貸 借 費  
福 利 費  
大 学 祭 参 加 費  
小 計  
予 備 費  

合 計  
特 別 会 計 へ 繰 入  
総 合 計  

収　入　の　部 
平成14年度繰越金 
平成15年度繰入金（14年度一般会計剰余金） 
平成15年度繰入金（15年度一般会計予算より） 
平成15年度受取利息（見込み） 
平成16年度繰入金（15年度一般会計剰余金見込み） 
平成16年度繰入金（16年度一般会計予算案より） 
平成16年度受取利息（見込み） 

計 

支　出　の　部 
 
 
 
 
 
 
 

計 

一般管理費 
総 務 部  

 
82,500 

45 
50 

82,595

一般管理費 
総 務 部  

3,230 
 

2,914 
290 

 
150 

1,415 
1,630 
400 

 
 
 
 

2,400 
550 
540 
130 
250 

13,899 
4,892 

18,791 
6,000 
24,791

 
運 営 部  

 
 

940 
250 

1,190

374,989,643 
13,869,905 
10,000,000 

60,000 
10,000,000 
6,000,000 
50,000 

414,969,548

0 
 
 
 
 
 
 
0

 
合 計  

 
82,500 
985 
300 

83,785

 
編 集 部  

 
 

 
支部推進部 

 
 

事　　　　　　業　　　　　　費 

 
運 営 部  

3,470 
5,650 
120 
320 

 
 

3,190 
 
 
 

5,759 
3,000 

 
 

50 
 
 
 

21,559 
 

21,559 
 

21,559

 
合 計  

8,770 
5,650 
3,054 
660 

20,190 
150 

7,665 
1,630 
400 

3,720 
6,039 
10,845 
100 

2,400 
700 
540 
130 
250 

72,893 
4,892 

77,785 
6,000 
83,785

 
編 集 部  

580 
 
 
 

20,190 
 

600 
 
 

3,720 
 
 
 
 

50 
 
 
 

25,140 
 

25,140 
 

25,140

 
支部推進部 

1,490 
  

20 
50 
 
 

2,460 
 
 
 

280 
7,845 
100 

 
50 
 
 
 

12,295 
 

12,295 
 

12,295

事　　　　　　業　　　　　　費 

（単位：千円） 

（単位：千円） 

（単位：円） 

校 友 会 活 動 報 告  校 友 会 活 動 報 告  
（H15.10.1～16.1.31） 

１０月 ４日（土） 

１５日（水） 

２０日（月） 

２５日（土） 

２６日（日） 

１１月 １日（土） 

１日（土）～３日（祝） 

 

９日（日） 

 

９日（日） 

 

１５日（土） 

 

２２日（土） 

２７日（木） 

２８日（金） 

１２月 ６日（土） 

６日（土） 

 

 

１月 １２日（祝） 

 

１７日（土） 

１７日（土） 

１８日（日） 

１８日（日） 

 

２４日（土） 

２４日（土） 

北海道支部総会（札幌さっぽろっこ） 

会報「凡友」６５号発行 

会員名簿発行 

岡山県支部総会（ホテルグランヴィア岡山） 

埼玉県支部総会（東京ディズニーシー） 

幹事会（大学１６号館３階会議室） 

大学祭（阪駒祭）に参加 

（大学中央キャンパス構内） 

第５２回代議員会 

（リーガロイヤルホテル京都） 

平成１５年度総会・同懇親パーティ 

（リーガロイヤルホテル京都） 

鹿児島県支部総会 

（高牧カントリークラブ） 

編集部会（竹井（梅田）） 

運営部会（平蔵（本町）） 

支部推進部会（梅田サテライト） 

総務部会（割烹日本宗右衛門町店） 

幹事会（割烹日本宗右衛門町店） 

 

 

大阪日産モーター支部総会 

（大阪厚生年金会館） 

総務部会（大学３号館１階会議室） 

幹事会（大学３号館１階会議室） 

近畿地区支部ブロック会議（梅田サテライト） 

大阪市支部賀詞交歓会 

（梅田ニッセイフェニックスタワー） 

四国地区支部ブロック会議（瀬戸内荘） 

大学支部総会（東天紅ツイン２１店） 

●平成15年 

●平成16年 

総 会  

懇親パーティ 

はるばるロサンゼルスから参加された上原
淳生（S43交機）ご夫妻 

瀬島学長講演 

第17回支部長会 

第53回代議員会 

 

 

　第17回支部長会が代議員会の翌日（2月22日）開催されました。本部

役員、36支部の支部長および今回は、オブザーバとして各支部の事務局

担当者が出席（総数54名）して行われました。 

　光岡会長挨拶のあと、吉田秀雄支部推進部副部長（Ｓ58経営）の司会

進行で開会。 

　支部活動のあり方、支部の活性化について意見交換されました。また、

次の１１月総会が大学で開催されることにおよび、大学祭で物産展などを

設ければ支部と現役

学生とが一緒になっ

て活動するチャンス

も生まれ、在学生へ

のアピールにもなる

のではないかと意見

が出されました。こ

れには支部と本部が合同してイベントを立案していくことも検討すること

になりました。 

 

 

　代議員会終了後、瀬島順一郎学長の講演がありました。演題は「野暮か

ら粋へ」。事前に配布された資料を基に「粋」の段階（28段階もある）を、

途中「マジック」をはさみながらの講演で、

面白く拝聴させていただきました。会場

は瀬島学長の話術に引き込まれ（これも

マジック？）思わず笑いが起こるという状

況で、質疑応答を含め予定時間を延長し

ての講演会となりました。 
平成15年度活動報告・会計報告など 

代 議 員 会  
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代 議 員 会 ・ 支 部 長 会  

第52回代議員会、 
平成15年度総会・懇親パーティ 
平成15年11月9日（日）10時より「リーガロイヤルホテル京都」にて 
第52回代議員会と平成15年度総会・懇親パーティが開催されました。 

11月9日リーガロイヤルホテル京都にて開催 

 

 

　代議員会は、年2回開催される本会最高議決機関です。代議員会構成

員158名のうち全国から102名が出席。司会は柴橋信行幹事（S56機械）。 

　はじめに光岡会長の挨拶があり、会員数が平成15年3月の卒業生を入

れ6万名を超えたこと、昨年8月に兵庫県東支部が設立され、地域支部

33（うち海外支部2）、職域支部3の36支部となったことなどが報告され

ました。次に新たに代議員となった大学支部の荒木一雄支部長（S45交

機）、兵庫県東支部の松山雅夫支部長（S54経営）、大阪市支部の石本理

支部長（S44経営）、宮崎県支部の朝倉英二支部長代行（S46交機）が紹

介されました。 

　議題に入り、議長に幹事の入澤毅氏（S50機械）、副議長に三重県支部

長渡辺優氏（S46経営）が選出されました。議事は①平成14年度事業報

告・活動報告（加門副会長・事務局長）②平成14年度会計報告（福井副会

長・会計長）③平成14年度会計監査報告（金住会計監事）。決算内容につ

いては前号（65号14ページ）に掲載しています。質疑・応答の後、一同

の拍手をもって承認されました。 

 

 

　第53回代議員会が、平成16年2月21日（土）兵庫県有馬温泉・有馬グ

ランドホテルで開催されました。全国から110名の役員が出席。司会進

行は奥田淳一幹事（Ｓ57経営）。 

　光岡会長挨拶ののち議事に入り、議長に武内清利幹事（Ｓ50土木）、副

議長に香川県支部の長田恒久支部長（Ｓ43短自）が指名されました。 

　議題は（1）活動報

告（加門事務局長）、

（2）平成16年度予

算について（福井会

計長）、（3）財政安定

化基金の運用につい

て（加門事務局長）の

説明がありました。議

題3の財政安定化基金運用は現在、昨今のペイオフ対策として6銀行に分

散されている預金を順次国債などに置き換えていくもので、今回は1億

円で5年国債を購入するという提案でした。議題について質疑が行われ

た後、拍手でもって承認されました。 

 

 

　代議員会終了後、同室において総会が開催されました。懇親パーティと

分離した総会は、広く一般の会員に意見や要望を聴く場を設けることを

目的として、前回の平成14年度総会から実施されています。司会を幹事

の柴橋信行氏（S56

機械）が務め、光岡会

長から一年間の事業

内容、代議員会の報

告がありました。 

300名を超える参加者 

平成16年度予算など承認 

　懇親パーティは代議員会・総会に引き続き、12時30分より開催されま

した。懇親パーティが大阪市内を離れて開催されるのは10数年ぶりとな

り参加者の減少が心配されましたが、地元京都府支部の活動もあり、

300名を超える参加者がありました。司会は会員から紹介のあったプロ

の文元智子さん。 

　光岡会長挨拶、中山英明常務理事、瀬島順一郎学長の祝辞の後、今年

も越後から送られた清酒「凡友」で鏡開きしパーティが開演されました。

引き続き8月に結成総会が行われた兵庫県東支部・松山雅夫支部長（S54

経営）、旧神戸市支部が地区を拡大

し新たになった兵庫県南支部・西山

均支部長（S48経営）にそれぞれ

支部旗が贈呈されました。パーティ

は「食べるものがないよ」と言われ

るぐらいの盛況で、そこここで談笑、

歓談が行われ、最後に恒例の支部

特産品福引大会で閉会となりました。 

平成16年度予算 （自H16.4.1～至H17.3.31） 
●一般会計 

●特別会計（財政安定化基金） 

収 入 の 部  
 
前 期 繰 越 金  
校 友 会 費  
会 費 収 入  
雑 収 入  
合 計  

支 出 の 部  
 
会 議 費  
総 会 費  
通 信 費  
印 刷 費  
会 報 費  
備 品 費  
旅 費 交 通 費  
慶 弔 費  
消 耗 品 費  
会 員 名 簿 費  
記 念 品 費  
助 成 金  
広 報 費  
人 件 費  
雑 費  
貸 借 費  
福 利 費  
大 学 祭 参 加 費  
小 計  
予 備 費  

合 計  
特 別 会 計 へ 繰 入  
総 合 計  

収　入　の　部 
平成14年度繰越金 
平成15年度繰入金（14年度一般会計剰余金） 
平成15年度繰入金（15年度一般会計予算より） 
平成15年度受取利息（見込み） 
平成16年度繰入金（15年度一般会計剰余金見込み） 
平成16年度繰入金（16年度一般会計予算案より） 
平成16年度受取利息（見込み） 

計 

支　出　の　部 
 
 
 
 
 
 
 

計 

一般管理費 
総 務 部  

 
82,500 

45 
50 

82,595

一般管理費 
総 務 部  

3,230 
 

2,914 
290 

 
150 

1,415 
1,630 
400 

 
 
 
 

2,400 
550 
540 
130 
250 

13,899 
4,892 

18,791 
6,000 
24,791

 
運 営 部  

 
 

940 
250 

1,190

374,989,643 
13,869,905 
10,000,000 

60,000 
10,000,000 
6,000,000 
50,000 

414,969,548

0 
 
 
 
 
 
 
0

 
合 計  

 
82,500 
985 
300 

83,785

 
編 集 部  

 
 

 
支部推進部 

 
 

事　　　　　　業　　　　　　費 

 
運 営 部  

3,470 
5,650 
120 
320 

 
 

3,190 
 
 
 

5,759 
3,000 

 
 

50 
 
 
 

21,559 
 

21,559 
 

21,559

 
合 計  

8,770 
5,650 
3,054 
660 

20,190 
150 

7,665 
1,630 
400 

3,720 
6,039 
10,845 
100 

2,400 
700 
540 
130 
250 

72,893 
4,892 

77,785 
6,000 
83,785

 
編 集 部  

580 
 
 
 

20,190 
 

600 
 
 

3,720 
 
 
 
 

50 
 
 
 

25,140 
 

25,140 
 

25,140

 
支部推進部 

1,490 
  

20 
50 
 
 

2,460 
 
 
 

280 
7,845 
100 

 
50 
 
 
 

12,295 
 

12,295 
 

12,295

事　　　　　　業　　　　　　費 

（単位：千円） 

（単位：千円） 

（単位：円） 

校 友 会 活 動 報 告  校 友 会 活 動 報 告  
（H15.10.1～16.1.31） 

１０月 ４日（土） 

１５日（水） 

２０日（月） 

２５日（土） 

２６日（日） 

１１月 １日（土） 

１日（土）～３日（祝） 

 

９日（日） 

 

９日（日） 

 

１５日（土） 

 

２２日（土） 

２７日（木） 

２８日（金） 

１２月 ６日（土） 

６日（土） 

 

 

１月 １２日（祝） 

 

１７日（土） 

１７日（土） 

１８日（日） 

１８日（日） 

 

２４日（土） 

２４日（土） 

北海道支部総会（札幌さっぽろっこ） 

会報「凡友」６５号発行 

会員名簿発行 

岡山県支部総会（ホテルグランヴィア岡山） 

埼玉県支部総会（東京ディズニーシー） 

幹事会（大学１６号館３階会議室） 

大学祭（阪駒祭）に参加 

（大学中央キャンパス構内） 

第５２回代議員会 

（リーガロイヤルホテル京都） 

平成１５年度総会・同懇親パーティ 

（リーガロイヤルホテル京都） 

鹿児島県支部総会 

（高牧カントリークラブ） 

編集部会（竹井（梅田）） 

運営部会（平蔵（本町）） 

支部推進部会（梅田サテライト） 

総務部会（割烹日本宗右衛門町店） 

幹事会（割烹日本宗右衛門町店） 

 

 

大阪日産モーター支部総会 

（大阪厚生年金会館） 

総務部会（大学３号館１階会議室） 

幹事会（大学３号館１階会議室） 

近畿地区支部ブロック会議（梅田サテライト） 

大阪市支部賀詞交歓会 

（梅田ニッセイフェニックスタワー） 

四国地区支部ブロック会議（瀬戸内荘） 

大学支部総会（東天紅ツイン２１店） 

●平成15年 

●平成16年 

総 会  

懇親パーティ 

はるばるロサンゼルスから参加された上原
淳生（S43交機）ご夫妻 

瀬島学長講演 

第17回支部長会 

第53回代議員会 

 

 

　第17回支部長会が代議員会の翌日（2月22日）開催されました。本部

役員、36支部の支部長および今回は、オブザーバとして各支部の事務局

担当者が出席（総数54名）して行われました。 

　光岡会長挨拶のあと、吉田秀雄支部推進部副部長（Ｓ58経営）の司会

進行で開会。 

　支部活動のあり方、支部の活性化について意見交換されました。また、

次の１１月総会が大学で開催されることにおよび、大学祭で物産展などを

設ければ支部と現役

学生とが一緒になっ

て活動するチャンス

も生まれ、在学生へ

のアピールにもなる

のではないかと意見

が出されました。こ

れには支部と本部が合同してイベントを立案していくことも検討すること

になりました。 

 

 

　代議員会終了後、瀬島順一郎学長の講演がありました。演題は「野暮か

ら粋へ」。事前に配布された資料を基に「粋」の段階（28段階もある）を、

途中「マジック」をはさみながらの講演で、

面白く拝聴させていただきました。会場

は瀬島学長の話術に引き込まれ（これも

マジック？）思わず笑いが起こるという状

況で、質疑応答を含め予定時間を延長し

ての講演会となりました。 
平成15年度活動報告・会計報告など 

代 議 員 会  
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学 園 便 り  

古谷理事長旭日中綬章 受章 
祝賀会、盛大に開催される 

　工学部土木工学科の金岡正信講師は、平

成15年9月19日付けで、立命館大学から「博

士（工学）」の学位を授与されました。 

　同講師の研究をまとめた論文「基礎載荷

およびアンカー引抜き時の地盤挙動に関す

る基礎的研究」が所定の審査、試験に合格さ

れました。 

　金岡講師は、昭和51年3月大阪産業大学

工学部土木工学科を卒業、同年4月工学部技

術員として着任、平成5年助手に、平成15年

4月講師に昇任されています。 

　主な所属学会は、土木学会、地盤工学会、

American Society of CivilEngineers(ASCE)。 

　大阪桐蔭高校硬式野球部の三島輝史（Ⅲ類3

年）選手が、11月19日(水)東京で行われた

2003年第39回ドラフト会議で、プロ野球パ・

リーグの千葉ロッテマリーンズから5巡目に指

名を受けました。 

　ドラフト会議は午後2時から開始され、3時前

に電話で千葉ロッテより指名の連絡が校長室に

入りました。 

　三島選手には職員から花束が贈られ、グラウ

ンドでチームメイトに胴上げなどで祝福されて

いました。 

　三島選手は身長178cm、体重72kg、右投

げ右打ちの投手。MAX145kmの速球を武器

にカーブとスライダーで、昨年の夏11年ぶりに

甲子園出場を果たした時の投手です。 

　11月25日(火)、千葉ロッテの平野功編成部

長と松本尚樹スカウトが桐蔭高校を訪れ、三島

選手とご両親を交えて仮契約が交わされ、背

番号は35と決まりました。スカウト部長は「腕

が振れて145kmの速球が投げられるのは素

晴らしく、縦に曲がるカーブが投げられる能力

も大きな評価ポイントでした。バッターに見せ

るだけでも良いからカーブを捨てずに練習し

て欲しい。怪我をしないように腹背筋を鍛えて

欲しい」と語られました。 

　西谷野球部監督は「プロの世界は厳しい世

界であると聞いております。自分を見失うこと

なく、日々精進してもらいたい」とエールを送

られました。 

　なお、今回のドラフト会議では、桐蔭高校か

ら新日鉄広畑に就職した桟原将司（平成12年

度卒、投手、181cm、82kg、サイドスローから

150キロの速球を投げる）さんが、阪神タイガ

ースから4巡目に指名されています。 

土木工学科 金岡講師 
立命館大学から「博士（工学）」の学位 

学位取得 

桐蔭高校・硬式野球部　三島 輝史選手 

ドラフトで千葉ロッテから5巡目指名 

ソーラーカー 
大阪モーターショーに出展 

　古谷七五三次理事長は秋の叙勲（11月3日

付け）で、長年にわたる私立学校教育振興の功

績が称えられ、旭日中綬章を受章されました。

その祝賀会が12月9日(火）、午後5時半から、

都ホテル大阪で、政財界をはじめ教育・学園関

係者ら約750人が出席して盛大に開催されま

した。 

　開会の後、発起人を代表して大阪市信用金庫

理事長の新堂友衛理事が主催者挨拶をされま

した。 

　来賓紹介後、衆議院の西野あきら議員、衆議

院の樽床伸二議員、日本私立大学協会の原野

幸康常務理事、関西大学の羽間平安理事長が

祝辞を述べられました。祝電

披露の後、全日本学生柔道

連盟の柘植健司会長と関西

学生柔道連盟の井之上正信

副会長から記念品が贈られ

ました。その後、花束の贈呈

があり、古谷理事長は「私は

大阪産業大学と言う、組織、

舞台の上で仕事をさせて頂いたおかげで、立

派な勲章を頂きました。これは、学校の栄誉で

あると思っております。これからも頑張ります

ので、ご支援、ご鞭撻賜りますことを心からお願

い申し上げます」と謝辞を述べられました。 

　乾杯の発声は、清風学園の平岡英信理事長

が務められ、祝宴に入り、中締めの万歳三唱は、

中山常務理事が務められました。 

　なお、この受章に対して、校友会からお祝い

をいたしました。 

太田大阪府知事が本学で講演 
　太田房江大阪府知事の講演会「大阪・関西の再生をめざして」が、

経済学部主催で11月25日（火）午後2時から、本館1階多目的ホー

ルで開催されました。 

　同講演会は、大学院経済学研究科と国際経済学科の完成を記念し

て行われるもので、司会を国際経済学科の木村清美・教授が務められ

ました。 

　太田知事は講演で、ものづくり

に関する総合的な支援施設「クリ

エイションコア東大阪」を始めと

する大阪の産業活性化に向けた

取り組みや府内で認定された構造

特区の各種事例、関西圏ライフサ

イエンスの国際拠点形成基本構想

などを例に挙げ、大阪もしくは関

西経済の復権を強調され、「1980年代半ばから始まった中国への製

造拠点の移転と首都圏への本社移転などで、関西経済は二重の空洞

化にさらされています。今全国至る所で産官学連携が盛んに行われ

ていますが、大阪は昔から商人主導で発展してきたように、経済活性

化については産学連携、即ち民間主導を基本に捉え、そのために必要

な環境整備をわれわれ官が最大限にサポートして行くつもりです」と

述べられました。 

　なお、多目的ホール以外にも本館3階0302教室、16号館

16606教室、梅田サテライト教室を通信回線で結び、より多くの学生

が受講できる配慮が行われました。 

　参加者数は、教職員、学生、一般市民合わせて約600人でした。 

　平成15年12月5日から8日までの4日間、

大阪南港・インテックス大阪で開催された第3

回大阪モーターショーに大阪産業大学自慢の

ソーラーカーが出展されました。 

　1995年のソーラーカーレースに初参加し

て以来、19レースに参加し、優勝8回、準優勝6

回、2000年にはワールド・ソーラー・カップを

獲得するなど輝かしい成果を上げているもの

です。 

　読売新聞社の依頼を受けて、「大学研究車両

ゾーン」に芦屋大学と共に出展したもので、研

究チーム代表の藤田久和短期大学部講師（S52

交機）の話によると、来場したOBも多数立ち寄

って頂き、約3,500部のパンフレットを配付、

約7,000人の方が訪れる盛況だったそうです。 

 　なお、このソーラーカーはアテネ五輪のプ

レイベントとして今年5月にギリシャで開催さ

れるソーラーカーレースにも参加する予定です。 

　「春のセンバツ」（第76回選抜高校野球大会・
3月23日から12日間・甲子園）の出場32校が決
定し、大阪桐蔭高校野球部が近畿代表校の1校に
選ばれました。選抜は2回目、夏の大会を含める
と4回目の甲子園出場になります。 

大阪桐蔭高校・野球部（硬式） 

全国選抜高校 
野球大会出場！！ 

大阪産業大学附属高校・テニス部（硬式） 

全国選抜高校 
テニス大会出場！！ 

大阪桐蔭高校・野球部（硬式） 

全国選抜高校 
野球大会出場！！ 

　全国から選抜された男女各50校で競う第26
回全国選抜高校テニス大会に、大産大附属高校の
テニス部（硬式）が大阪府代表（男女各2校）とし
て出場します。本大会出場は、4年連続4回目です。
昨年はベスト16でした。 
　本大会は、平成16年3月22～27日、博多の森
テニス競技場（福岡市）と九州国際テニスクラブ（福
岡県志免町）で行われます。 

大阪産業大学附属高校・テニス部（硬式） 

全国選抜高校 
テニス大会出場！！ 

お知らせ 



太田大阪府知事が本学で講演 

学位取得 

4 5学園便り 大阪産業大学校友会会報　凡友66号 

学 園 便 り  

古谷理事長旭日中綬章 受章 
祝賀会、盛大に開催される 

　工学部土木工学科の金岡正信講師は、平

成15年9月19日付けで、立命館大学から「博

士（工学）」の学位を授与されました。 

　同講師の研究をまとめた論文「基礎載荷

およびアンカー引抜き時の地盤挙動に関す

る基礎的研究」が所定の審査、試験に合格さ

れました。 

　金岡講師は、昭和51年3月大阪産業大学

工学部土木工学科を卒業、同年4月工学部技

術員として着任、平成5年助手に、平成15年

4月講師に昇任されています。 

　主な所属学会は、土木学会、地盤工学会、

American Society of CivilEngineers(ASCE)。 

　大阪桐蔭高校硬式野球部の三島輝史（Ⅲ類3

年）選手が、11月19日(水)東京で行われた

2003年第39回ドラフト会議で、プロ野球パ・

リーグの千葉ロッテマリーンズから5巡目に指

名を受けました。 

　ドラフト会議は午後2時から開始され、3時前

に電話で千葉ロッテより指名の連絡が校長室に

入りました。 

　三島選手には職員から花束が贈られ、グラウ

ンドでチームメイトに胴上げなどで祝福されて

いました。 

　三島選手は身長178cm、体重72kg、右投

げ右打ちの投手。MAX145kmの速球を武器

にカーブとスライダーで、昨年の夏11年ぶりに

甲子園出場を果たした時の投手です。 

　11月25日(火)、千葉ロッテの平野功編成部

長と松本尚樹スカウトが桐蔭高校を訪れ、三島

選手とご両親を交えて仮契約が交わされ、背

番号は35と決まりました。スカウト部長は「腕

が振れて145kmの速球が投げられるのは素

晴らしく、縦に曲がるカーブが投げられる能力

も大きな評価ポイントでした。バッターに見せ

るだけでも良いからカーブを捨てずに練習し

て欲しい。怪我をしないように腹背筋を鍛えて

欲しい」と語られました。 

　西谷野球部監督は「プロの世界は厳しい世

界であると聞いております。自分を見失うこと

なく、日々精進してもらいたい」とエールを送

られました。 

　なお、今回のドラフト会議では、桐蔭高校か

ら新日鉄広畑に就職した桟原将司（平成12年

度卒、投手、181cm、82kg、サイドスローから

150キロの速球を投げる）さんが、阪神タイガ

ースから4巡目に指名されています。 

土木工学科 金岡講師 
立命館大学から「博士（工学）」の学位 

学位取得 

桐蔭高校・硬式野球部　三島 輝史選手 

ドラフトで千葉ロッテから5巡目指名 

ソーラーカー 
大阪モーターショーに出展 

　古谷七五三次理事長は秋の叙勲（11月3日

付け）で、長年にわたる私立学校教育振興の功

績が称えられ、旭日中綬章を受章されました。

その祝賀会が12月9日(火）、午後5時半から、

都ホテル大阪で、政財界をはじめ教育・学園関

係者ら約750人が出席して盛大に開催されま

した。 

　開会の後、発起人を代表して大阪市信用金庫

理事長の新堂友衛理事が主催者挨拶をされま

した。 

　来賓紹介後、衆議院の西野あきら議員、衆議

院の樽床伸二議員、日本私立大学協会の原野

幸康常務理事、関西大学の羽間平安理事長が

祝辞を述べられました。祝電

披露の後、全日本学生柔道

連盟の柘植健司会長と関西

学生柔道連盟の井之上正信

副会長から記念品が贈られ

ました。その後、花束の贈呈

があり、古谷理事長は「私は

大阪産業大学と言う、組織、

舞台の上で仕事をさせて頂いたおかげで、立

派な勲章を頂きました。これは、学校の栄誉で

あると思っております。これからも頑張ります

ので、ご支援、ご鞭撻賜りますことを心からお願

い申し上げます」と謝辞を述べられました。 

　乾杯の発声は、清風学園の平岡英信理事長

が務められ、祝宴に入り、中締めの万歳三唱は、

中山常務理事が務められました。 

　なお、この受章に対して、校友会からお祝い

をいたしました。 

太田大阪府知事が本学で講演 
　太田房江大阪府知事の講演会「大阪・関西の再生をめざして」が、

経済学部主催で11月25日（火）午後2時から、本館1階多目的ホー

ルで開催されました。 

　同講演会は、大学院経済学研究科と国際経済学科の完成を記念し

て行われるもので、司会を国際経済学科の木村清美・教授が務められ

ました。 

　太田知事は講演で、ものづくり

に関する総合的な支援施設「クリ

エイションコア東大阪」を始めと

する大阪の産業活性化に向けた

取り組みや府内で認定された構造

特区の各種事例、関西圏ライフサ

イエンスの国際拠点形成基本構想

などを例に挙げ、大阪もしくは関

西経済の復権を強調され、「1980年代半ばから始まった中国への製

造拠点の移転と首都圏への本社移転などで、関西経済は二重の空洞

化にさらされています。今全国至る所で産官学連携が盛んに行われ

ていますが、大阪は昔から商人主導で発展してきたように、経済活性

化については産学連携、即ち民間主導を基本に捉え、そのために必要

な環境整備をわれわれ官が最大限にサポートして行くつもりです」と

述べられました。 

　なお、多目的ホール以外にも本館3階0302教室、16号館

16606教室、梅田サテライト教室を通信回線で結び、より多くの学生

が受講できる配慮が行われました。 

　参加者数は、教職員、学生、一般市民合わせて約600人でした。 

　平成15年12月5日から8日までの4日間、

大阪南港・インテックス大阪で開催された第3

回大阪モーターショーに大阪産業大学自慢の

ソーラーカーが出展されました。 

　1995年のソーラーカーレースに初参加し

て以来、19レースに参加し、優勝8回、準優勝6

回、2000年にはワールド・ソーラー・カップを

獲得するなど輝かしい成果を上げているもの

です。 

　読売新聞社の依頼を受けて、「大学研究車両

ゾーン」に芦屋大学と共に出展したもので、研

究チーム代表の藤田久和短期大学部講師（S52

交機）の話によると、来場したOBも多数立ち寄

って頂き、約3,500部のパンフレットを配付、

約7,000人の方が訪れる盛況だったそうです。 

 　なお、このソーラーカーはアテネ五輪のプ

レイベントとして今年5月にギリシャで開催さ

れるソーラーカーレースにも参加する予定です。 

　「春のセンバツ」（第76回選抜高校野球大会・
3月23日から12日間・甲子園）の出場32校が決
定し、大阪桐蔭高校野球部が近畿代表校の1校に
選ばれました。選抜は2回目、夏の大会を含める
と4回目の甲子園出場になります。 

大阪桐蔭高校・野球部（硬式） 

全国選抜高校 
野球大会出場！！ 

大阪産業大学附属高校・テニス部（硬式） 

全国選抜高校 
テニス大会出場！！ 

大阪桐蔭高校・野球部（硬式） 

全国選抜高校 
野球大会出場！！ 

　全国から選抜された男女各50校で競う第26
回全国選抜高校テニス大会に、大産大附属高校の
テニス部（硬式）が大阪府代表（男女各2校）とし
て出場します。本大会出場は、4年連続4回目です。
昨年はベスト16でした。 
　本大会は、平成16年3月22～27日、博多の森
テニス競技場（福岡市）と九州国際テニスクラブ（福
岡県志免町）で行われます。 

大阪産業大学附属高校・テニス部（硬式） 

全国選抜高校 
テニス大会出場！！ 

お知らせ 



6 7校友の活躍ぶり拝見 大阪産業大学校友会会報　凡友66号 

校 友 の ひ ろ ば  

活　躍　ぶ　り　拝　見 活　躍　ぶ　り　拝　見 活　躍　ぶ　り　拝　見 

ベンチャー企業の立ち上げ 

　校友会幹事の田村満喜雄さん（S37交短自）がベンチャー企業である 

「オオスラー有限会社」を平成15年5月に設立されました。 

　これは大学発のベンチャー企業ということで注目され、11月の校友会 

総会においても光岡会長から紹介されましたが、12月17日の日刊工業 

新聞に詳しく掲載されましたのでその記事を紹介します。 

田村 満喜雄 さん（S37交短自） T A M U R A  M A K I O

URL  http://www.oosura.co. jp

オオスラー有限会社 

〒675-0057兵庫県加古川市東神吉町神吉608-134 

TEL.0794-31-8054 FAX.0794-31-5353

カンパニー 
データ 

「世代を超えた交流の場」 
平成15年度総会・パーティに参加して 
～リーガロイヤルホテル京都～ 

「世代を超えた交流の場」 
平成15年度総会・パーティに参加して 
～リーガロイヤルホテル京都～ 

　懇親パーティは、代議員会、総会に引き続き、

12時30分より開催されました。毎年、若年層

の参加が少ないのが悩みでしたが、今年の懇

親パーティは、出席者317名のうち、新卒者が

約50名とフレッシュな顔ぶれが目立ったこと

は大変喜ばしいことでした。 

　そこで、今後の校友会活動の担

い手として大いに期待されている

新卒者のみなさんに、懇親パーテ

ィに出席した率直な感想をインタ

ビューしてみました。「料理がお

いしかった」、「ビンゴが楽しかった」、

「クッキーがあたりました」と楽し

く満喫できたような答えが返って

くる一方、「若い人が少ない」、「会

費を払ってまでは・・・」、「おじさん

の集いですね」、「場所は大学構

内がよいのでは？」とやや、辛口の

コメントもありました。懇親パーティへ初めて

出席した新卒者は、年長者との交流に面食らっ

たかもしれませんが、大産大から巣立った者同士、

世代を超えた交流がもてる貴重な場ですので、

今後も気軽に参加していただけたらと思います。 

　　　　　　　　　　　　（編集部　川口将武） 

 

大学祭に校友会テント設営 

「大 

こ 

田 

前 

学発」という意味は、大阪産業大学のビジネス・インキ

ュベータ委員会が認定したベンチャー企業のことです。 

　田村さんは大阪産業大学の人間環境学部長・菅原正孝教授

の指導を受けながら、平成14年11月大阪府の認証を受けた「特

定非営利活動法人（NPO）オーエスユーアジア環境技術およ

び先端技術交流支援センター（代表：菅原教授）」主催の起業家

育成講座（大阪梅田の大産大サテライトスタジオにて毎週土曜

日開講）を受講されるなど準備をしてきました。 

との発端は、10年前に田村さんの実家がある兵庫県養

父郡養父町で惣菜店を営むお兄さんが、事業用として

の清水を得るため井戸を深く（約48m。そのうちの深部18m

は岩盤）掘ったところ、世にも珍しい全く無菌の水が湧出したこ

とでした。 

村さんは折角掘り当てたこの健康に良い水をぜひ多く

の人に飲んでもらおうと考え、永年勤めた自動車販売会

社を定年退職した機会にこの事業を起こすことにしたそうです。

企業名「オオスラー」は「OSULA」（大産大ロサンゼルス教育

施設）をもじったものであり、現在、多くの方の協力を得ながら

事業の展開を進めており、やがては米国、中国での販売も視野

に入れておられます。 

述の実兄、田村甚喜智氏は既に製品化のための工場を

建設し、保健所の許可を

得たうえで販売しておられますが、

ある愛飲家から「死にかけてい

た熱帯魚が元気になった」とい

う礼状も届いていました。活性

水素を多く含む水は体内の酸化

作用を抑制するため健康に良い

ということは一般に知られており、

この水はそのうえ天然ミネラル

を豊富に含むため、多くの人は「お

いしい」と絶賛します。　　　　

　　　　　　（編集部 大平和昭） 

採水装置 

大産大囲碁将棋部ＯＢ会　総会・懇親会 

　囲碁将棋部ＯＢ会総会が、平

成16年2月14～15日の2日

間、大学の岬研修センターで

行われました。写真はそのと

きに行われた囲碁将棋トーナ

メントの模様です。海の見え

る40畳の研修室窓から景色

を眺めながら、囲碁将棋漬けの2日間でした。 

　現役学生の囲碁将棋部は残念ながら昭和62年以降休止していますが、

平成10年に全ＯＢを対象とした集まりが開かれ、そこで囲碁将棋部復活

を目指したＯＢ会を立ち上げることが決議されました。このＯＢ会も6年

目を迎えますが、現在の活動は表のとおりです。 

囲碁将棋部ＯＢ会の活動 

2 月中旬　総会・懇親会 
6月中旬　関西学生将棋連盟春季二軍戦参加（将棋） 
11月上旬　大学祭参加（現役学生へのアピール） 
12月上旬　関西学生将棋連盟秋季二軍戦参加（将棋） 

ＯＢ会 長： 山下誠二（S45機械） 
事  務  局： 大阪産業大学工学部・宮井義裕（S51交機） 
会  員  数： 48名 

●岬研修センター：所在／大阪府泉南郡岬町淡輪。40畳の研修室4室の
他、和室、ゼミナール室、食堂があります。淡輪海岸も専用出口からす
ぐのところにあり、卒業生も利用可。利用にあたっては校友会からの補
助があります。申し込み、詳細は総務部総務課まで。 

　大学祭「阪駒祭」への参加

が今回で2年目となります。

校友会を在学生へアピール

するとともに、校友会員の集

う場所を設けるテントを設営

しました。今回は校友会幹事

会を大学祭にあわせ開催し

たこともあり、写真のように

多数の来訪者がありました。

準備したビールやおつまみも底をつき、追加におわれる運営部の様子が

盛況を物語っています。テン

トの模様を写真でご覧くださ

い。 

　平成16年度の総会・懇親

会（15ページ参照）を、この

大学祭にあわせて開催する予

定です。多数ご参加ください。 

　編集部では、「校友のひろば」で各種団体の開催記事なども掲

載しております。ゼミ・研究室の同窓会、またクラブＯＢ会の模様

などございましたら写真・原稿などを校友会事務室宛にお送りく

ださい。年2回の発行で詳細は以下のとおりです。 

春号（3月発行、原稿締切り1月末）、秋号（10月発行、原稿締切り8月末） 

ビンゴ大会。司会は梅木副会長。 



6 7校友の活躍ぶり拝見 大阪産業大学校友会会報　凡友66号 

校 友 の ひ ろ ば  

活　躍　ぶ　り　拝　見 活　躍　ぶ　り　拝　見 活　躍　ぶ　り　拝　見 

ベンチャー企業の立ち上げ 

　校友会幹事の田村満喜雄さん（S37交短自）がベンチャー企業である 

「オオスラー有限会社」を平成15年5月に設立されました。 

　これは大学発のベンチャー企業ということで注目され、11月の校友会 

総会においても光岡会長から紹介されましたが、12月17日の日刊工業 

新聞に詳しく掲載されましたのでその記事を紹介します。 

田村 満喜雄 さん（S37交短自） T A M U R A  M A K I O

URL  http://www.oosura.co. jp

オオスラー有限会社 

〒675-0057兵庫県加古川市東神吉町神吉608-134 

TEL.0794-31-8054 FAX.0794-31-5353

カンパニー 
データ 

「世代を超えた交流の場」 
平成15年度総会・パーティに参加して 
～リーガロイヤルホテル京都～ 

「世代を超えた交流の場」 
平成15年度総会・パーティに参加して 
～リーガロイヤルホテル京都～ 

　懇親パーティは、代議員会、総会に引き続き、

12時30分より開催されました。毎年、若年層

の参加が少ないのが悩みでしたが、今年の懇

親パーティは、出席者317名のうち、新卒者が

約50名とフレッシュな顔ぶれが目立ったこと

は大変喜ばしいことでした。 

　そこで、今後の校友会活動の担

い手として大いに期待されている

新卒者のみなさんに、懇親パーテ

ィに出席した率直な感想をインタ

ビューしてみました。「料理がお

いしかった」、「ビンゴが楽しかった」、

「クッキーがあたりました」と楽し

く満喫できたような答えが返って

くる一方、「若い人が少ない」、「会

費を払ってまでは・・・」、「おじさん

の集いですね」、「場所は大学構

内がよいのでは？」とやや、辛口の

コメントもありました。懇親パーティへ初めて

出席した新卒者は、年長者との交流に面食らっ

たかもしれませんが、大産大から巣立った者同士、

世代を超えた交流がもてる貴重な場ですので、

今後も気軽に参加していただけたらと思います。 

　　　　　　　　　　　　（編集部　川口将武） 

 

大学祭に校友会テント設営 

「大 

こ 

田 

前 

学発」という意味は、大阪産業大学のビジネス・インキ

ュベータ委員会が認定したベンチャー企業のことです。 

　田村さんは大阪産業大学の人間環境学部長・菅原正孝教授

の指導を受けながら、平成14年11月大阪府の認証を受けた「特

定非営利活動法人（NPO）オーエスユーアジア環境技術およ

び先端技術交流支援センター（代表：菅原教授）」主催の起業家

育成講座（大阪梅田の大産大サテライトスタジオにて毎週土曜

日開講）を受講されるなど準備をしてきました。 

との発端は、10年前に田村さんの実家がある兵庫県養

父郡養父町で惣菜店を営むお兄さんが、事業用として

の清水を得るため井戸を深く（約48m。そのうちの深部18m

は岩盤）掘ったところ、世にも珍しい全く無菌の水が湧出したこ

とでした。 

村さんは折角掘り当てたこの健康に良い水をぜひ多く

の人に飲んでもらおうと考え、永年勤めた自動車販売会

社を定年退職した機会にこの事業を起こすことにしたそうです。

企業名「オオスラー」は「OSULA」（大産大ロサンゼルス教育

施設）をもじったものであり、現在、多くの方の協力を得ながら

事業の展開を進めており、やがては米国、中国での販売も視野

に入れておられます。 

述の実兄、田村甚喜智氏は既に製品化のための工場を

建設し、保健所の許可を

得たうえで販売しておられますが、

ある愛飲家から「死にかけてい

た熱帯魚が元気になった」とい

う礼状も届いていました。活性

水素を多く含む水は体内の酸化

作用を抑制するため健康に良い

ということは一般に知られており、

この水はそのうえ天然ミネラル

を豊富に含むため、多くの人は「お

いしい」と絶賛します。　　　　

　　　　　　（編集部 大平和昭） 

採水装置 

大産大囲碁将棋部ＯＢ会　総会・懇親会 

　囲碁将棋部ＯＢ会総会が、平

成16年2月14～15日の2日

間、大学の岬研修センターで

行われました。写真はそのと

きに行われた囲碁将棋トーナ

メントの模様です。海の見え

る40畳の研修室窓から景色

を眺めながら、囲碁将棋漬けの2日間でした。 

　現役学生の囲碁将棋部は残念ながら昭和62年以降休止していますが、

平成10年に全ＯＢを対象とした集まりが開かれ、そこで囲碁将棋部復活

を目指したＯＢ会を立ち上げることが決議されました。このＯＢ会も6年

目を迎えますが、現在の活動は表のとおりです。 

囲碁将棋部ＯＢ会の活動 

2 月中旬　総会・懇親会 
6月中旬　関西学生将棋連盟春季二軍戦参加（将棋） 
11月上旬　大学祭参加（現役学生へのアピール） 
12月上旬　関西学生将棋連盟秋季二軍戦参加（将棋） 

ＯＢ会 長： 山下誠二（S45機械） 
事  務  局： 大阪産業大学工学部・宮井義裕（S51交機） 
会  員  数： 48名 

●岬研修センター：所在／大阪府泉南郡岬町淡輪。40畳の研修室4室の
他、和室、ゼミナール室、食堂があります。淡輪海岸も専用出口からす
ぐのところにあり、卒業生も利用可。利用にあたっては校友会からの補
助があります。申し込み、詳細は総務部総務課まで。 

　大学祭「阪駒祭」への参加

が今回で2年目となります。

校友会を在学生へアピール

するとともに、校友会員の集

う場所を設けるテントを設営

しました。今回は校友会幹事

会を大学祭にあわせ開催し

たこともあり、写真のように

多数の来訪者がありました。

準備したビールやおつまみも底をつき、追加におわれる運営部の様子が

盛況を物語っています。テン

トの模様を写真でご覧くださ

い。 

　平成16年度の総会・懇親

会（15ページ参照）を、この

大学祭にあわせて開催する予

定です。多数ご参加ください。 

　編集部では、「校友のひろば」で各種団体の開催記事なども掲

載しております。ゼミ・研究室の同窓会、またクラブＯＢ会の模様

などございましたら写真・原稿などを校友会事務室宛にお送りく

ださい。年2回の発行で詳細は以下のとおりです。 

春号（3月発行、原稿締切り1月末）、秋号（10月発行、原稿締切り8月末） 

ビンゴ大会。司会は梅木副会長。 
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学 科 紹 介  

　技術系各分野における技術力を証明する「技術士」の資格取得に挑戦してみませんか。
これはわが国最高ランクに位置するライセンスであり、世界に通用する資格です。 
　エクステンションセンターでは、「技術士」への第1ステップとなる「技術士第1次」試験
を受験するための講座を開講しております。来年度は工学部土木工学科の卒業生および
大学院生を対象に建設部門の専門科目に的を絞った実践的な講座を企画しております。
ぜひ、当講座を利用して、合格の栄冠を勝ち取ってください。 

工学にMOT  を導入、経営がわかる技術者を育成 

　ベンチャー企業の創出に注力している大阪産業大学が、起業家育成を目的とした「アントレプレナー専攻」を大学院工

学研究科に新設。今年4月より開講されます。こうしたベンチャー社長の養成を目的とした専攻の開設は全国的にまれです。 

　同専攻のコンセプトは、ズバリ「社長を育てる」こと。研究開発から人材育成まで総合的なノウハウを組み合わせていく

MOT教育が盛んになりつつあります。ほとんどの大学では、“技術の分かる経営者”の育成に力を入れていますが、「アン

トレプレナー専攻」では“経営のわかる技術者”を育成します。モノづくり（工学）を基礎にして、経営を学ぶためのMOT教

育を展開しようとしています。 

ホームページは、http://www.osaka-sandai.ac.jp/ 
電話でのお問い合わせは、072-875-3001（代表）または072-889-2172（直通） 

技術者に関する最も権威ある資格「技術士」に挑戦しましょう！ 

実学を重視した充実のプログラム 
　「社長になる」ことができるようなインセンティブの高い人材を

育てます。それだけに育成プログラムもユニークです。日本の起業

率は、他国と比べてかなり低いと言われますが、

人材育成をしっかり行うことで、ベンチャー企

業の創出を支援していくのがネライです。 

　注目すべきは教授法。PBL（プロジェクト・

ベースド・ラーニング）システムによるカリキ

ュラムが組まれます。これは、具体的にプロ

ジェクト課題を進めながら、個人個人の課題

の遂行状況に応じて講義科目を開設すると

いうもの。しかも、座学をできる限り少なくし

て、ゼミ形式の実学を積極的に取り入れます。 

　たとえば、プロジェクトを進めている中で

独創的なアイデアが生まれた場合は、その時

点で特許申請に関連する講座を開設して履

修させます。すでに欧米で効果をあげている手法ですが、国内での

本格導入は大阪産業大学が初めて。 

　このような新しい教育システムを実現するため、教授陣に対する

考え方も新しく、弁理士やマーケティング会社の社長、商工会議所

の関係者など産学官の幅広い分野から豊富な教授陣をそろえてい

ます。また、ベンチャービジネスや産学連携のためのカリキュラム

を実行するために、土日・祝日、あるいは夜間だけでも修了できる

時間割編成も準備。社会人からシニアまで幅広い年齢層を受け入

れていきます。 

 

 

 

 

 

 

校友の皆さんへ 
　シーズ開発 と人材育成の両輪で起業支援

に取り組んでいきます。「アントレプレナー専

攻」では、インセンティブ  の高い人を大歓迎。

母校でもう一度学びませんか？　社長になる

ことをめざして！　修了の資格は、修士（工学）。

優れたベンチャービジネスプランには、大阪産業大学が出資します。 

　経営学科では、これからの企業活動の中で活

躍できる専門家を目指した教育を実施するた

めに2003年4月から新しいカリキュラムを開

始しました。 

　新カリキュラムの特徴は、簿記、外国語はも

ちろん、販売士、システム管理者といったビジ

ネス活動に関連する幅広いさまざまな資格取

得を目指した「ビジネススキル科目」を設けた

実学志向の強いカリキュラムになっています。 

　また、単なる資格取得にとどまることなく、イ

ンターンシップや「企業経営関連科目」「経営

職能関連科目」「会計関連科目」「経営情報関

連科目」「経済学関連科目」「法学関連科目」と

いった専門科目群やゼミナール活動等による

専門知識の習得を積み重ねていくことで、高度

な専門家の育成を目指しています。 

　また、カリキュラムの新旧にかかわらず、理解を深めるための工夫を行っている講義や、独自に企

業との提携や他大学との交流を行い、より実践的な教育を進めているゼミナールもあります。 

　今回の紹介では、山下先生の『フォード見学会』の様子、ならびに羽室ゼミナールの活動の一場面

について紹介します。 

　羽室先生のゼミナールでは、販売情報やWebのアクセスログを用いたデータマイニング

の研究を行っています。企業と提携することで現実のデータによる分析や企業へのフィード

バックを行っています。また、研究成果は他大学のゼミナールとの研究会を通して、更なる分

析の質の向上もはかっています。 

　山下先生は授業でフォードを取り上げる際、大学に所蔵されているT型フォードやその他の

自動車の見学会を行っています。教室での講義や文献で紹介されたものに実際に接するこ

とで、学生たちは親しみを増し、理解を深めています。 

アントレプレナーとは？ 
独創的なアイデアと行動力で、 
新しいビジネスを創造し、 

成功に導くことができる人材。 

起業家の育成をテーマにするアントレプレナー専攻を大学院工学研究科に開設 

起業家や企業後継者 
育成のための 
実践的MOTプログラム 
 
〔1〕ベンチャーPBL 
〔2〕産学連携PBL 
〔3〕研究開発PBL

■技術士試験とは？ 
　第一次と第二次があります。第一次試験は「技術士補」

になるための試験でだれでも受験できます。第二次試

験は「技術士」になるための試験で「技術士補」として

技術士を補助した期間が4年超の人が受験できます。 

※受講希望者は大阪産業大学エクステンション 
　センターまでご一報ください。 
　申込書と受講料振込用紙をお送りいたします。 

　連絡先 9 0120-32-2953

◇開講期間：5月15日（土）～10月9日（土）　土曜日の午前に開講 

◇開講部門：建設部門 

◇実施場所：大阪産業大学・梅田サテライト教室 

◇受講費用：50,000円（教材費別、消費税込み） 

◇申込締切：4月30日（金）エクステンションセンター必着 

◇第一次試験日：10月11日（祝） 

　（当講座受講生の受験申込みはエクステンションセンターで行います。） 

経営学部 経営学科 

演　　　　習

法

学
関連
科目
　　　企業経営関連

科

目

経

営
情報関連科目　　会計

関連
科
目

経
済
学
関
連
科
目

経
営
職
能
関
連
科
目

イン
ターンシップ

ビジ
ネススキル科目

簿記システム(a) 

簿記システム(b) 

販売管理(a) 

販売管理(b) 

ビジネスコンピューティング(a) 

ビジネスコンピューティング(b) 

ビジネスコンピューティング(c) 

ビジネス法務 

ビジネス外国語 

ビジネスプロトコル 

日商簿記検定3級 

日商簿記検定2級 

販売士検定3級 

販売士検定2級 

Microsoft Office Specialist Word 

Microsoft Office Specialist Excel 

初級システムアドミニストレータ 

ビジネス実務法務検定 

国連英検 

秘書技能検定 

ビジネススキル科目 目指す資格 

●フォード見学会 

●ゼミナール活動 

他大学で行われた 
研究発表会の様子です。 

● ホームページ案内 ● 

カリキュラムの具体的な授業内容等、お知らせできなかったことにつきましては、 
経営学科ホームページで詳しくお知らせしています。是非、ご覧ください。 

《 大阪産業大学 経営学部 経営学科ホームページ 》 

http://www.adm.osaka-sandai.ac.jp

本学内で行われた見学会の様子です。 

簿記 
システム 

ビジネス 
プロトコル 

販売 
管理 

ビジネス 
コンピュー 
ティング 

ビジネス 
法務 

ビジネス 
外国語 

専門 
基礎科目 

経営学科カリキュラム概念図 

分析により 明らかになった こととは！！！ 

実物を前に 当時の技術の 解説！ 

※1）MOT（Management of Technology）とは、技術経営のことで、アントレプレナー専攻では、「経営
　　の分かる起業家精神にあふれる技術者」を育成することを目的とします。 
※2）シーズとは、種子や根元と言う意味。ニーズはその反対語で必要性や社会的要求といった意味。 
　　大学には、ニーズを引き起こすようなネタ（シーズ）になるような技術を開発することが大切だと考え
　　られています。 
※3）やる気、～しようとする気持ちのことです。 

※1

※2

※3

「技術士補技術士補」講座開講講座開講のお知らせ 「技術士補」講座開講のお知らせ 
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の関係者など産学官の幅広い分野から豊富な教授陣をそろえてい

ます。また、ベンチャービジネスや産学連携のためのカリキュラム

を実行するために、土日・祝日、あるいは夜間だけでも修了できる

時間割編成も準備。社会人からシニアまで幅広い年齢層を受け入

れていきます。 

 

 

 

 

 

 

校友の皆さんへ 
　シーズ開発 と人材育成の両輪で起業支援

に取り組んでいきます。「アントレプレナー専

攻」では、インセンティブ  の高い人を大歓迎。

母校でもう一度学びませんか？　社長になる

ことをめざして！　修了の資格は、修士（工学）。

優れたベンチャービジネスプランには、大阪産業大学が出資します。 

　経営学科では、これからの企業活動の中で活

躍できる専門家を目指した教育を実施するた

めに2003年4月から新しいカリキュラムを開

始しました。 

　新カリキュラムの特徴は、簿記、外国語はも

ちろん、販売士、システム管理者といったビジ

ネス活動に関連する幅広いさまざまな資格取

得を目指した「ビジネススキル科目」を設けた

実学志向の強いカリキュラムになっています。 

　また、単なる資格取得にとどまることなく、イ

ンターンシップや「企業経営関連科目」「経営

職能関連科目」「会計関連科目」「経営情報関

連科目」「経済学関連科目」「法学関連科目」と

いった専門科目群やゼミナール活動等による

専門知識の習得を積み重ねていくことで、高度

な専門家の育成を目指しています。 

　また、カリキュラムの新旧にかかわらず、理解を深めるための工夫を行っている講義や、独自に企

業との提携や他大学との交流を行い、より実践的な教育を進めているゼミナールもあります。 

　今回の紹介では、山下先生の『フォード見学会』の様子、ならびに羽室ゼミナールの活動の一場面

について紹介します。 

　羽室先生のゼミナールでは、販売情報やWebのアクセスログを用いたデータマイニング

の研究を行っています。企業と提携することで現実のデータによる分析や企業へのフィード

バックを行っています。また、研究成果は他大学のゼミナールとの研究会を通して、更なる分

析の質の向上もはかっています。 

　山下先生は授業でフォードを取り上げる際、大学に所蔵されているT型フォードやその他の

自動車の見学会を行っています。教室での講義や文献で紹介されたものに実際に接するこ

とで、学生たちは親しみを増し、理解を深めています。 

アントレプレナーとは？ 
独創的なアイデアと行動力で、 
新しいビジネスを創造し、 

成功に導くことができる人材。 

起業家の育成をテーマにするアントレプレナー専攻を大学院工学研究科に開設 

起業家や企業後継者 
育成のための 
実践的MOTプログラム 
 
〔1〕ベンチャーPBL 
〔2〕産学連携PBL 
〔3〕研究開発PBL

■技術士試験とは？ 
　第一次と第二次があります。第一次試験は「技術士補」

になるための試験でだれでも受験できます。第二次試

験は「技術士」になるための試験で「技術士補」として

技術士を補助した期間が4年超の人が受験できます。 

※受講希望者は大阪産業大学エクステンション 
　センターまでご一報ください。 
　申込書と受講料振込用紙をお送りいたします。 

　連絡先 9 0120-32-2953

◇開講期間：5月15日（土）～10月9日（土）　土曜日の午前に開講 

◇開講部門：建設部門 

◇実施場所：大阪産業大学・梅田サテライト教室 

◇受講費用：50,000円（教材費別、消費税込み） 

◇申込締切：4月30日（金）エクステンションセンター必着 

◇第一次試験日：10月11日（祝） 

　（当講座受講生の受験申込みはエクステンションセンターで行います。） 

経営学部 経営学科 

演　　　　習

法

学
関連
科目
　　　企業経営関連

科

目

経

営
情報関連科目　　会計

関連
科
目

経
済
学
関
連
科
目

経
営
職
能
関
連
科
目

イン
ターンシップ

ビジ
ネススキル科目

簿記システム(a) 

簿記システム(b) 

販売管理(a) 

販売管理(b) 

ビジネスコンピューティング(a) 

ビジネスコンピューティング(b) 

ビジネスコンピューティング(c) 

ビジネス法務 

ビジネス外国語 

ビジネスプロトコル 

日商簿記検定3級 

日商簿記検定2級 

販売士検定3級 

販売士検定2級 

Microsoft Office Specialist Word 

Microsoft Office Specialist Excel 

初級システムアドミニストレータ 

ビジネス実務法務検定 

国連英検 

秘書技能検定 

ビジネススキル科目 目指す資格 

●フォード見学会 

●ゼミナール活動 

他大学で行われた 
研究発表会の様子です。 

● ホームページ案内 ● 

カリキュラムの具体的な授業内容等、お知らせできなかったことにつきましては、 
経営学科ホームページで詳しくお知らせしています。是非、ご覧ください。 

《 大阪産業大学 経営学部 経営学科ホームページ 》 

http://www.adm.osaka-sandai.ac.jp

本学内で行われた見学会の様子です。 

簿記 
システム 

ビジネス 
プロトコル 

販売 
管理 

ビジネス 
コンピュー 
ティング 

ビジネス 
法務 

ビジネス 
外国語 

専門 
基礎科目 

経営学科カリキュラム概念図 

分析により 明らかになった こととは！！！ 

実物を前に 当時の技術の 解説！ 

※1）MOT（Management of Technology）とは、技術経営のことで、アントレプレナー専攻では、「経営
　　の分かる起業家精神にあふれる技術者」を育成することを目的とします。 
※2）シーズとは、種子や根元と言う意味。ニーズはその反対語で必要性や社会的要求といった意味。 
　　大学には、ニーズを引き起こすようなネタ（シーズ）になるような技術を開発することが大切だと考え
　　られています。 
※3）やる気、～しようとする気持ちのことです。 

※1

※2

※3

「技術士補技術士補」講座開講講座開講のお知らせ 「技術士補」講座開講のお知らせ 
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　おかげさまで、京都府支部も結成7年を迎えることが

出来ました。 

　昨年度、役員の改選を行い、京都府支部設立に御苦労

された石丸支部長から西村新支部長にバトンタッチされ、

西村新体制での初総会として、9月13日の夕刻より、東

山の京都国立博物館の前にある京都パークホテルにて

第7回総会を開催いたしました。 

　総会には校友会本部より加門副会長、今村幹事、坂本

幹事、大阪市支部より岡副支部長、兵庫県東支部より松

山支部長、兵庫県南支部より森本支部長と本支部よりの

御来賓をお迎えし、西村支部長より「今後京都府支部は、

会員活動の輪を広げていける情報・活動拠点としての役

割を果たして行きたい。」との挨拶のあと、本学教養部

教授塩谷武男先生より、「中高年の体力づくり」をテーマ

に基調講演を頂きました。 

　塩谷先生は本学サッカー部顧問、関西学生サッカー連

盟理事長、全日本学生サッカー連盟副理事長とお忙しい

重職にも関わらず、京都府支部総会の基調講演のために

出席頂き大変感謝しております。 

　京都府支部のメンバーも西村支部長（S39交短自）を

筆頭に中高年が過半数を占め、先生の講演をわが身のこ

とと真剣に耳を傾ける姿が印象的でしたが、先生のはつ

らつとお元気な姿ばかり目立ったと感じたのは、私だけ

でしょうか。 

　その後、楽しい懇親会となり、今回も京都府支部総会

恒例となりました、本学落語研究会出身で上方落語会の

若きホープ、自称「落語会の松坂大輔」こと笑福亭喬若

さんの落語で、心地よい笑いのひとときを過ごしたあと、

喬若さんと参加チビッコ達の司会による豪華景品多数（各

社より協賛参加頂きました）のビンゴゲームで会場は盛

り上がり、楽しい時間を過ごしました。 

　すっかり夜のとばりに包まれたころ、ほろ酔いのなか

を三々五々家路につきました。　（地域委員　永嶋徳美） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　今回は大分県別府市の別府湾ロイヤルホテルにて支

部総会を行いました。校友会本部からは光岡会長をはじ

め、福井副会長、福田事務長のご出席を頂きました。 

　今年は残念なことに、数年前から参加して頂いていた

会員の方がお一人亡くなりました。しかし、新たにお一人

の方が会員になり、悲喜こもごもの総会となりました。新

しい会員の方は、大阪出身の高橋一雄先輩（Ｓ47経営）で、

家庭の都合で大分に永住することになったそうです。大

分県支部の会員として、今後も活躍を期待しています。

出身地にとらわれず、現在生活する場所で校友会の活動

ができるのは、素晴らしいことだと思います。 

　次回の総会も、新たな会員の方のご参加を望みます。

　　　　　　　　　　　　　　　（支部長　小畑京治） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　第18回愛媛県支部総会を、松山市道後温泉にある、

にぎたつ会館にて開催しました。 

　本部より梅木副会長、坂本幹事、浜田代議員のご出席

を頂き、梅木副会長より、校友会支部の推進や今後につ

いてのご挨拶を頂き、浜田代議員から、大学の現状、特に

人間環境学部についてご説明頂きました。 

　坂本幹事は今回ビッグゲストであります笑福亭三喬師

匠のご紹介をユーモアたっぷりにして頂き、さすが自称

マネージャーと言われるだけあり、雰囲気を作ってくれ

ました。 

　そして、三喬師匠に落語独演会をお願いし、支部総会

1部を終えました。三喬師匠には、遠路わざわざおいでく

ださいまして有難うございました。おかげさまで、生の落

語を堪能することができました。ほんとうに有難うござ

いました。今後のご活躍を心から応援しています。 

　2部総会は、懇親会に移り和気藹々と時は過ぎて、アッ

と言う間のひとときでした。 

　2次会は松山で一番の繁華街である二番町へと移動

し終宴となりました。 

　今総会は初めて秋にしましたが、次回は役員会にて月

日を決めて執行します。愛媛県支部会員の皆様、気軽に

ご参加くださいますよう、お願いします。 

　来年も楽しい総会をモットーに「にぎたつ会館」で、お

会いしましょう。　　　　　　　　（支部長　能智正雄） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　校友会本部より光岡会長、梅木副会長、吉田幹事そして、

兵庫県南支部より西山支部長と新潟県支部から関根幹

事の5名を来賓として迎え、支部から家族会員を含めて

11名の出席をもって第7回の支部総会を開催いたしま

した。 

　総会は、はじめに浜田支部長の挨拶、光岡会長には挨

拶と校友会の現況ならびに将来展望等をお話頂きました。

梅木副会長には、支部推進部の状況と全国支部現状等

報告をして頂きました。 

　続いて、西山支部長と関根幹事には各支部の状況報告。

岡山県支部よりの祝電を披露させて頂きました。 

　議事と進み、支部長より会務、会計報告がなされ拍手

により承認されました。 

　本部より吉田幹事より正会員子女の受験料免除等に

関する報告がされました。 

　役員の改選については、監事をのぞく役員が留任し、

新しい監事に香高環君を選出し役員を決定しました。 

　つぎに、次回の総会を道東地方で開催することに決定

しました。 

　懇親会には、会長、副会長等の家族の皆様も出席して

頂き、タラバ蟹など郷土料理に舌鼓を打ち懐かしい話を

肴に飲み笑い、楽しく交流を深める事が出来ました。 

　当支部も地域的に広範囲の為、会員の出席が少ない

状況であります。いかに出席を増やすかを考えたいと思

っております。また、今回も全国の支部長様に当支部総

会開催をご案内したところ、2支部よりご出席頂き、支部

総会を盛り上げて頂きました。 

　次回も微力ながらも全国支部間の交流を深めるため、

全国支部へ出席のお願いをしたいと思っております。 

　　　　　　　　　　　　　　　（支部長　浜田修平） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　ホテルグランヴィア岡山部長の児島哲朗さん（Ｓ４８経営）

に今回も大変お世話になり、第１５回岡山県支部総会を開

催致しました。多数の方々にご参加頂き、とても和やか

な懇親会となりました。また、校友会本部からは光岡会長、

高見副会長、梅木副会長、柴橋幹事に遠路ご足労頂きま

して有難うございました。厚く御礼申し上げます。 

　今回の総会は、仕事の都合で毎回参加している会員の

方が１５名程欠席となり、人員的には少し寂しい面もあり

ました。次回は綿密に日程を調整し、より多くの会員に参

加して頂けるよう、校友会会長を輩出している支部とし

ては切に思う次第です。 

  今後の支部活動については、①とにかく継続すること

②校友会会員としての意識を高めるにはどうすれば良い

か③役員の若返り（世代交替）④魅力ある支部総会の運

営等、これらの課題を検討しながら、次回に向けて準備

をしていこうと思っています。　　（支部長　芦田正之） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　全国の校友会々員の皆さんお元気ですか。埼玉県支

部では今年は東京ディズニーシーで昨年の10月26日

に第9回支部総会を実施しました。本部から梅木副会長

と吉田幹事を招き本部の様子などを伺い、また、支部活

動についてのアドバイスを受け、総会ではやらなければ

ならない議題（会計報告・監査報告・役員改選等）が了承

されました。 

　また、今後の支部活動について意見の交換をし、昨年

に引き続きホームページの話題が出ました。 

　毎年、今年こそ今年こそと思いながら、また、総会の時

期に成ってしまいました。埼玉県内に住む校友会々員で

ホームページ制作に詳しい方ご協力ください。埼玉県支

部事務局まで、電話かFAXでお待ちしています。 

　また、総会については今回、校友会々員にお手紙を送

り参加の有無と近況報告を伺っていますがなかなか皆さ

んもお忙しいのか、残念ですが参加率は横這いでした。

しかし今回は新しい参加者を迎え久々の元気が出るひと

時でした。後半は東京ディズニーシーを散策・見学をし、

又、美味しい御馳走に舌鼓を打ちながら、お酒を腹に満

たし、次回の総会は自然の中で心地良いひと時、森林浴

に浸りながら、静かに自分を見つめ直す時を持てる事が

出来る。そんな総会行事をと考えています。 

　また、今回の企画は前回同様校友会々員の竹本朗さ

ん（S53土木）のご尽力でした。 

　これから新しく埼玉県支部へ来られる校友の皆様、既

に支部内に来られている皆様、是非一度は支部総会に参

加してみませんか。楽しいこと受け合いです。必ずスト

レス解消になりますよ。家族揃って！　来てみてください。 

　第10回支部総会も楽しい企画で実施する予定です。 

　　　　　　　　　　　　　　（支部長　鈴木規久男） 

　　　　　　　　　　　　　　　（事務局　高橋正秋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　第16回目の支部総会を当初、奄美大島で予定してい

ましたが、日程が丁度、大島本土復帰50周年行事と重な

り、残念ながら人里離れた高牧カントリークラブにて、

11月15日（土）、初めて鹿児島市内を離れての開催と

なりました。来賓として、校友会本部の光岡会長、中山副

会長、長崎から支部長の平尾武次氏と白石哲也氏、宮崎

から支部長代行の朝倉英二氏の御出席を賜り、支部会員

8名と少ない出席の中で午後6時開会しました。 

　全員の自己紹介の後、支部長挨拶に続き、光岡会長に

御祝辞を賜りました。校友会の現状と今後の活動につい

て具体的に分かりやすく話がなされました。 

　議事に入り事務局の有馬氏より、活動報告、会計報告

がなされ監査報告の後、全会一致で承認されました。特

に来年度奄美大島での支部総会が盛大に開催できるよう、

全員協力する決議をしましたので、大島地区の会員の方、

全員参加くださいますよう、お願い致します。 

　総会に引続き懇親会に移り、銘酒の芋焼酎を飲みなが

ら、30年以上前の懐かしい学生時代の想い出話に花を

咲かせ、応援歌「風林火山」を光岡会長の音頭で声高ら

かに歌い、夜更けまで話は尽きませんでした。 

　今回初めて平成6年経済卒の松本主税氏が参加され

ました。若い方の出席で話題も広がり、一段と有意義な

会となりました。 

　明けて16日（日）は予報を裏切る好天気となり、3組

12人でゴルフ日和を楽しみました。和気藹々の中での

プレーの結果、優勝とブービー賞は共に遠来のお客様に

当り、とても良い親睦ゴルフでした。皆で再会を期して

惜しみつつ散会となりました。 

　鹿児島支部の皆様、来年はぜひ奄美大島で会いましょ

う。　　　　　　　　　　　　　　（支部長　赤崎一弘） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　平成16年1月12日（成人の日）に大阪産業大学・大

阪日産モーター支部第9回支部総会を大阪厚生年金会

館5階・クレールの間で開催致しました。 

　ご来賓として本部から、光岡会長をはじめ福井副会長、

福田事務長、大学より就職センター就職課の入江主任、

中川主任、また現役で今春入社内定の長田君、原君、宮

崎君の8名をお迎えしました。 

　10年ぶりの総会開催で、しかも会社の営業日の夜と

いう事もあって、「みんな来てくれるかな？」と心配しま

したが、事前に手分けをして、誘い合った結果、当支部会

員47名中36名が出席し、ご来賓の方々を合わせますと

44名と、大変盛り上がった総会となりました。 

　議事の中で今回は、規約の一部の変更と、役員の改選

が提案され、全員の拍手で承認されました。 

　永年当支部の運営にご尽力を頂きました唐津支部長

が勇退されましたが、今後も顧問として新役員体制への

指導をして頂きます。 

　新役員は次の方々です。 

 

　　顧　　問　唐津　登（S41短自）新任 

　　支 部 長　神馬克之（S48短自）新任 

　　副支部長　増田光一（S45短自）新任 

　　幹　　事　倉田満男（S54短自）新任 

　　幹　　事　大塚敏毅（S58短自）新任 

　　幹　　事　加藤聖志（S59短自）留任 

　　幹　　事　田中三晴（S60短自）新任 

　　会計幹事　河崎祐次（S50交機）新任 

　　会計監査　山田　聡（S61短自）新任 

 

　懇親会は立食形式でしたが、どのテーブルも「食べる」

「飲む」「喋る」と賑わい、あっという間に閉会となってし

まいました。 

　現役生3名に一言づつ挨拶をお願いしましたが、41

名の（赤い顔の？）OBを前にしては言いたいことも言え

なかったのでは？　ガンバレ!!　　（会計幹事　河崎祐次） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　毎年1月を定例としております支部総会ならびに新年

懇親会が今年も本部から光岡会長と福田事務長、大学か

ら瀬島学長と中山常務理事のご参加を頂き開催されま

した。総会は北澤章平氏（H13院機）の本支部に新入会

（平成15.4. 短大に着任）の報告の後、議長に木村寛氏

（S41交短）の選出に始まり、支部活動報告、会計報告お

よび監査報告の承認に続いて「校友会子弟の本学入学

時における特待生制度の設立」を本部に要望する件、支

部活動の反省と今後の具体的課題ならびに本支部構成

員の職域の見直しなど、和気藹々ながら真剣な討議が交

わされました。懇親会は中山常務理事よりご挨拶を頂き、

瀬島学長の気の利いたスピーチ、そして光岡会長の乾杯

の音頭と華やかに始まり、最後は元「応援団」の団長の

西博行氏（S50交機）の指揮で参加者一同の校歌斉唱

でシメました。このため、久しぶりに思いっきり「フレー、

フレー、産大」の学生に戻ることが出来た楽しい一日で

した。　　　　　　　　　　　　　（支部長　荒木一雄） 

京都府支部 
9/13 京都パークホテルにて開催 

愛媛県支部 
9/27 にぎたつ会館にて開催 

北海道支部 
10/4 さっぽろっこにて開催 

岡山県支部 
10/25 ホテルグランヴィア岡山にて開催 

埼玉県支部 
10/26 東京ディズニーシーにて開催 

鹿児島県支部 
11/15 高牧カントリークラブにて開催 

大阪日産モーター支部 
1/12 大阪厚生年金会館にて開催 

大学支部 
1/24 東天紅 大阪ツイン21店にて開催 

大分県支部 
9/19 別府湾ロイヤルホテルにて開催 



10 11支部レポート 大阪産業大学校友会会報　凡友66号 

支 部 レ ポ ー ト  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　おかげさまで、京都府支部も結成7年を迎えることが

出来ました。 

　昨年度、役員の改選を行い、京都府支部設立に御苦労

された石丸支部長から西村新支部長にバトンタッチされ、

西村新体制での初総会として、9月13日の夕刻より、東

山の京都国立博物館の前にある京都パークホテルにて

第7回総会を開催いたしました。 

　総会には校友会本部より加門副会長、今村幹事、坂本

幹事、大阪市支部より岡副支部長、兵庫県東支部より松

山支部長、兵庫県南支部より森本支部長と本支部よりの

御来賓をお迎えし、西村支部長より「今後京都府支部は、

会員活動の輪を広げていける情報・活動拠点としての役

割を果たして行きたい。」との挨拶のあと、本学教養部

教授塩谷武男先生より、「中高年の体力づくり」をテーマ

に基調講演を頂きました。 

　塩谷先生は本学サッカー部顧問、関西学生サッカー連

盟理事長、全日本学生サッカー連盟副理事長とお忙しい

重職にも関わらず、京都府支部総会の基調講演のために

出席頂き大変感謝しております。 

　京都府支部のメンバーも西村支部長（S39交短自）を

筆頭に中高年が過半数を占め、先生の講演をわが身のこ

とと真剣に耳を傾ける姿が印象的でしたが、先生のはつ

らつとお元気な姿ばかり目立ったと感じたのは、私だけ

でしょうか。 

　その後、楽しい懇親会となり、今回も京都府支部総会

恒例となりました、本学落語研究会出身で上方落語会の

若きホープ、自称「落語会の松坂大輔」こと笑福亭喬若

さんの落語で、心地よい笑いのひとときを過ごしたあと、

喬若さんと参加チビッコ達の司会による豪華景品多数（各

社より協賛参加頂きました）のビンゴゲームで会場は盛

り上がり、楽しい時間を過ごしました。 

　すっかり夜のとばりに包まれたころ、ほろ酔いのなか

を三々五々家路につきました。　（地域委員　永嶋徳美） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　今回は大分県別府市の別府湾ロイヤルホテルにて支

部総会を行いました。校友会本部からは光岡会長をはじ

め、福井副会長、福田事務長のご出席を頂きました。 

　今年は残念なことに、数年前から参加して頂いていた

会員の方がお一人亡くなりました。しかし、新たにお一人

の方が会員になり、悲喜こもごもの総会となりました。新

しい会員の方は、大阪出身の高橋一雄先輩（Ｓ47経営）で、

家庭の都合で大分に永住することになったそうです。大

分県支部の会員として、今後も活躍を期待しています。

出身地にとらわれず、現在生活する場所で校友会の活動

ができるのは、素晴らしいことだと思います。 

　次回の総会も、新たな会員の方のご参加を望みます。

　　　　　　　　　　　　　　　（支部長　小畑京治） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　第18回愛媛県支部総会を、松山市道後温泉にある、

にぎたつ会館にて開催しました。 

　本部より梅木副会長、坂本幹事、浜田代議員のご出席

を頂き、梅木副会長より、校友会支部の推進や今後につ

いてのご挨拶を頂き、浜田代議員から、大学の現状、特に

人間環境学部についてご説明頂きました。 

　坂本幹事は今回ビッグゲストであります笑福亭三喬師

匠のご紹介をユーモアたっぷりにして頂き、さすが自称

マネージャーと言われるだけあり、雰囲気を作ってくれ

ました。 

　そして、三喬師匠に落語独演会をお願いし、支部総会

1部を終えました。三喬師匠には、遠路わざわざおいでく

ださいまして有難うございました。おかげさまで、生の落

語を堪能することができました。ほんとうに有難うござ

いました。今後のご活躍を心から応援しています。 

　2部総会は、懇親会に移り和気藹々と時は過ぎて、アッ

と言う間のひとときでした。 

　2次会は松山で一番の繁華街である二番町へと移動

し終宴となりました。 

　今総会は初めて秋にしましたが、次回は役員会にて月

日を決めて執行します。愛媛県支部会員の皆様、気軽に

ご参加くださいますよう、お願いします。 

　来年も楽しい総会をモットーに「にぎたつ会館」で、お

会いしましょう。　　　　　　　　（支部長　能智正雄） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　校友会本部より光岡会長、梅木副会長、吉田幹事そして、

兵庫県南支部より西山支部長と新潟県支部から関根幹

事の5名を来賓として迎え、支部から家族会員を含めて

11名の出席をもって第7回の支部総会を開催いたしま

した。 

　総会は、はじめに浜田支部長の挨拶、光岡会長には挨

拶と校友会の現況ならびに将来展望等をお話頂きました。

梅木副会長には、支部推進部の状況と全国支部現状等

報告をして頂きました。 

　続いて、西山支部長と関根幹事には各支部の状況報告。

岡山県支部よりの祝電を披露させて頂きました。 

　議事と進み、支部長より会務、会計報告がなされ拍手

により承認されました。 

　本部より吉田幹事より正会員子女の受験料免除等に

関する報告がされました。 

　役員の改選については、監事をのぞく役員が留任し、

新しい監事に香高環君を選出し役員を決定しました。 

　つぎに、次回の総会を道東地方で開催することに決定

しました。 

　懇親会には、会長、副会長等の家族の皆様も出席して

頂き、タラバ蟹など郷土料理に舌鼓を打ち懐かしい話を

肴に飲み笑い、楽しく交流を深める事が出来ました。 

　当支部も地域的に広範囲の為、会員の出席が少ない

状況であります。いかに出席を増やすかを考えたいと思

っております。また、今回も全国の支部長様に当支部総

会開催をご案内したところ、2支部よりご出席頂き、支部

総会を盛り上げて頂きました。 

　次回も微力ながらも全国支部間の交流を深めるため、

全国支部へ出席のお願いをしたいと思っております。 

　　　　　　　　　　　　　　　（支部長　浜田修平） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　ホテルグランヴィア岡山部長の児島哲朗さん（Ｓ４８経営）

に今回も大変お世話になり、第１５回岡山県支部総会を開

催致しました。多数の方々にご参加頂き、とても和やか

な懇親会となりました。また、校友会本部からは光岡会長、

高見副会長、梅木副会長、柴橋幹事に遠路ご足労頂きま

して有難うございました。厚く御礼申し上げます。 

　今回の総会は、仕事の都合で毎回参加している会員の

方が１５名程欠席となり、人員的には少し寂しい面もあり

ました。次回は綿密に日程を調整し、より多くの会員に参

加して頂けるよう、校友会会長を輩出している支部とし

ては切に思う次第です。 

  今後の支部活動については、①とにかく継続すること

②校友会会員としての意識を高めるにはどうすれば良い

か③役員の若返り（世代交替）④魅力ある支部総会の運

営等、これらの課題を検討しながら、次回に向けて準備

をしていこうと思っています。　　（支部長　芦田正之） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　全国の校友会々員の皆さんお元気ですか。埼玉県支

部では今年は東京ディズニーシーで昨年の10月26日

に第9回支部総会を実施しました。本部から梅木副会長

と吉田幹事を招き本部の様子などを伺い、また、支部活

動についてのアドバイスを受け、総会ではやらなければ

ならない議題（会計報告・監査報告・役員改選等）が了承

されました。 

　また、今後の支部活動について意見の交換をし、昨年

に引き続きホームページの話題が出ました。 

　毎年、今年こそ今年こそと思いながら、また、総会の時

期に成ってしまいました。埼玉県内に住む校友会々員で

ホームページ制作に詳しい方ご協力ください。埼玉県支

部事務局まで、電話かFAXでお待ちしています。 

　また、総会については今回、校友会々員にお手紙を送

り参加の有無と近況報告を伺っていますがなかなか皆さ

んもお忙しいのか、残念ですが参加率は横這いでした。

しかし今回は新しい参加者を迎え久々の元気が出るひと

時でした。後半は東京ディズニーシーを散策・見学をし、

又、美味しい御馳走に舌鼓を打ちながら、お酒を腹に満

たし、次回の総会は自然の中で心地良いひと時、森林浴

に浸りながら、静かに自分を見つめ直す時を持てる事が

出来る。そんな総会行事をと考えています。 

　また、今回の企画は前回同様校友会々員の竹本朗さ

ん（S53土木）のご尽力でした。 

　これから新しく埼玉県支部へ来られる校友の皆様、既

に支部内に来られている皆様、是非一度は支部総会に参

加してみませんか。楽しいこと受け合いです。必ずスト

レス解消になりますよ。家族揃って！　来てみてください。 

　第10回支部総会も楽しい企画で実施する予定です。 

　　　　　　　　　　　　　　（支部長　鈴木規久男） 

　　　　　　　　　　　　　　　（事務局　高橋正秋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　第16回目の支部総会を当初、奄美大島で予定してい

ましたが、日程が丁度、大島本土復帰50周年行事と重な

り、残念ながら人里離れた高牧カントリークラブにて、

11月15日（土）、初めて鹿児島市内を離れての開催と

なりました。来賓として、校友会本部の光岡会長、中山副

会長、長崎から支部長の平尾武次氏と白石哲也氏、宮崎

から支部長代行の朝倉英二氏の御出席を賜り、支部会員

8名と少ない出席の中で午後6時開会しました。 

　全員の自己紹介の後、支部長挨拶に続き、光岡会長に

御祝辞を賜りました。校友会の現状と今後の活動につい

て具体的に分かりやすく話がなされました。 

　議事に入り事務局の有馬氏より、活動報告、会計報告

がなされ監査報告の後、全会一致で承認されました。特

に来年度奄美大島での支部総会が盛大に開催できるよう、

全員協力する決議をしましたので、大島地区の会員の方、

全員参加くださいますよう、お願い致します。 

　総会に引続き懇親会に移り、銘酒の芋焼酎を飲みなが

ら、30年以上前の懐かしい学生時代の想い出話に花を

咲かせ、応援歌「風林火山」を光岡会長の音頭で声高ら

かに歌い、夜更けまで話は尽きませんでした。 

　今回初めて平成6年経済卒の松本主税氏が参加され

ました。若い方の出席で話題も広がり、一段と有意義な

会となりました。 

　明けて16日（日）は予報を裏切る好天気となり、3組

12人でゴルフ日和を楽しみました。和気藹々の中での

プレーの結果、優勝とブービー賞は共に遠来のお客様に

当り、とても良い親睦ゴルフでした。皆で再会を期して

惜しみつつ散会となりました。 

　鹿児島支部の皆様、来年はぜひ奄美大島で会いましょ

う。　　　　　　　　　　　　　　（支部長　赤崎一弘） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　平成16年1月12日（成人の日）に大阪産業大学・大

阪日産モーター支部第9回支部総会を大阪厚生年金会

館5階・クレールの間で開催致しました。 

　ご来賓として本部から、光岡会長をはじめ福井副会長、

福田事務長、大学より就職センター就職課の入江主任、

中川主任、また現役で今春入社内定の長田君、原君、宮

崎君の8名をお迎えしました。 

　10年ぶりの総会開催で、しかも会社の営業日の夜と

いう事もあって、「みんな来てくれるかな？」と心配しま

したが、事前に手分けをして、誘い合った結果、当支部会

員47名中36名が出席し、ご来賓の方々を合わせますと

44名と、大変盛り上がった総会となりました。 

　議事の中で今回は、規約の一部の変更と、役員の改選

が提案され、全員の拍手で承認されました。 

　永年当支部の運営にご尽力を頂きました唐津支部長

が勇退されましたが、今後も顧問として新役員体制への

指導をして頂きます。 

　新役員は次の方々です。 

 

　　顧　　問　唐津　登（S41短自）新任 

　　支 部 長　神馬克之（S48短自）新任 

　　副支部長　増田光一（S45短自）新任 

　　幹　　事　倉田満男（S54短自）新任 

　　幹　　事　大塚敏毅（S58短自）新任 
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　　会計幹事　河崎祐次（S50交機）新任 

　　会計監査　山田　聡（S61短自）新任 

 

　懇親会は立食形式でしたが、どのテーブルも「食べる」

「飲む」「喋る」と賑わい、あっという間に閉会となってし

まいました。 

　現役生3名に一言づつ挨拶をお願いしましたが、41

名の（赤い顔の？）OBを前にしては言いたいことも言え

なかったのでは？　ガンバレ!!　　（会計幹事　河崎祐次） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　毎年1月を定例としております支部総会ならびに新年

懇親会が今年も本部から光岡会長と福田事務長、大学か

ら瀬島学長と中山常務理事のご参加を頂き開催されま

した。総会は北澤章平氏（H13院機）の本支部に新入会

（平成15.4. 短大に着任）の報告の後、議長に木村寛氏

（S41交短）の選出に始まり、支部活動報告、会計報告お

よび監査報告の承認に続いて「校友会子弟の本学入学

時における特待生制度の設立」を本部に要望する件、支

部活動の反省と今後の具体的課題ならびに本支部構成

員の職域の見直しなど、和気藹々ながら真剣な討議が交

わされました。懇親会は中山常務理事よりご挨拶を頂き、

瀬島学長の気の利いたスピーチ、そして光岡会長の乾杯

の音頭と華やかに始まり、最後は元「応援団」の団長の

西博行氏（S50交機）の指揮で参加者一同の校歌斉唱

でシメました。このため、久しぶりに思いっきり「フレー、

フレー、産大」の学生に戻ることが出来た楽しい一日で

した。　　　　　　　　　　　　　（支部長　荒木一雄） 

京都府支部 
9/13 京都パークホテルにて開催 

愛媛県支部 
9/27 にぎたつ会館にて開催 

北海道支部 
10/4 さっぽろっこにて開催 

岡山県支部 
10/25 ホテルグランヴィア岡山にて開催 

埼玉県支部 
10/26 東京ディズニーシーにて開催 

鹿児島県支部 
11/15 高牧カントリークラブにて開催 

大阪日産モーター支部 
1/12 大阪厚生年金会館にて開催 

大学支部 
1/24 東天紅 大阪ツイン21店にて開催 

大分県支部 
9/19 別府湾ロイヤルホテルにて開催 
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　硬式野球部が所属する「阪神大学野球秋季1

部リーグ戦」の最終試合が10月7日、万博記念

公園野球場で行われ、大阪経済法科大学を10

対5の大差で破り、勝点4を上げ、8季ぶり7度

目のリーグ優勝を果たしました。 

　試合は1回、大阪経法大が3点を先制。3回に

も1点を追加され、5回まで無安打に抑えられ

る苦しい展開となりました。しかし、6回無死か

ら3番島本選手、4番青原選手の連続安打でチ

ャンスを広げると、1死二、三塁から6番山口選

手の適時打でまず1点を返し、続く7番後藤選

手の3本塁打で同点に追いつき、更に2死一、

二塁から2番森山選手が中前へ適時打を放ち、

5対4と逆転。7回にも後藤選手の三塁打など

で1点を追加すると、9回には1死満塁で今井

選手が走者一掃の二塁打を放つなど4点を追

加し、10対5で大勝しました。 

　最後のバッターを打ち取り、優勝が決まった

瞬間、選手達はマウンドへ駆け寄って抱き合い、

歓喜に浸っていました。ベンチ前で選手達がキ

ャプテンを胴上げする姿も見られました。 

　藤田透監督は、「春のリーグ戦の時に十分優

勝を狙いにいける力はあったが、主力に故障者

が出て万全のチーム状態ではなかったが、今回

は故障者もなく全員がベストの状態でチーム

づくりができ、キャプテンを中心にまとまりのあ

る元気なチームになった。この元気さを忘れず

に次を目指して頑張って欲しいと思う」と語ら

れた。 

　最優秀選手と首位打者に、捕手の後藤剛（経

済4回・鳥取城北高）選手が、ベストナインに捕

手の後藤剛選手、二塁手の柳川武士（文化3回・

大産大附高）選手、遊撃手に森山周（流通4回・

報徳学園高）選手、外野手に今井方斉（経営3回・

大阪桐蔭高）選手と辻本和豊（経済4回・日高

中津高）選手が、指名打者に島本守道（流通3回・

新港学園高）選手の計6選手が選ばれました。 

 

 

 

　同部は、阪神大学野球秋季リーグ優勝校として、

11月1日～3日、南港中央野球場で行われた「第

1回関西地区大学野球選手権」に出場。見事、

決勝戦まで進みましたが、龍谷大（関西六大学

野球リーグ代表）に延長の末2対1で敗れ、惜し

くも明治神宮野球大会への出場を逃しました。 

関西地区大学野球選手権 
接戦の末　準優勝 

秋季リーグ戦（1部）の試合結果 

10月  7日    大産大　10－5　大経法大 
10月  6日        〃　　 11－4　大経法大 
10月  3日        〃　　   0－4　天 理 大  
  9月30日        〃　　 14－5　天 理 大  
  9月28日        〃　　   0－4　天 理 大  
  9月14日        〃　　   4－2　関西外大 
  9月13日        〃　　   5－2　関西外大 
  9月  7日        〃　　 13－6　大 体 大  
  9月  5日        〃　　 12－0　大 体 大  
  9月  1日        〃　　   7－5　帝塚山大 
  8月31日        〃　　   5－0　帝塚山大 

　　  9勝2敗、勝率0.818、勝点4で優勝 

第1回関西地区大学野球選手権の試合結果 

11月  1日    大産大　  3－2　同志社大 
11月  2日        〃　　   3－2　阪 南 大  
11月  3日        〃　　   2－1　龍 谷 大  

ク ラ ブ 活 動 の 記 録  

体育会系クラブ 

文化会系クラブ 

 

 

 

 

　空手道部 

１部復帰果たす 

全関西大学空手道選手権大会（１０／５、京都市体育館）

が行われ、決勝戦で大阪学院大を４－１で破り、２部団

体優勝を飾り１部復帰を果たした。 

 

 

　バレーボール部 

秋季リーグで２位 

関西大学バレーボール秋季リーグ戦（１部）（９／２０～

１０／２６、本学体育館他）が行われ、優勝した大阪商業

大を破るなど活躍したが、最終結果７勝３敗の２位、創

部以来最高の成績を残した。【敢闘賞】山本慎二（経

営４回）。全日本インカレ（１２／８～１４、東京体育館他）

が行われ、１回戦シード、２回戦は福岡大を３－０、３回戦

は東京経済大を３－０と勝ち上がったが、４回戦は大阪

商業大に０－３で敗れ、ベスト１６となった。 

 

　 

　バスケットボール部 

関西リーグで６位インカレ出場権獲得 

関西学生バスケットボールリーグ（１部）（９／６～１０／

１９、なみはやドーム他）が行われ、優勝した近畿大、準

優勝の京都産業大を破るなどの活躍をみせた。最終

成績は６位となったが、全日本インカレの出場権を獲得。

【３Ｐ王】吉田平（経済４回）【フリースロー王】山谷直

也（交機４回）。全日本インカレ（１２／８～１４、代々木第

２体育館他）が行われ、１回戦で札幌大を８４－７６で降し

たが、２回戦の筑波大に７６－９９で敗れ、３２位となった。 

 

 

　少林寺拳法部 

河津選手に優良賞 

第３７回少林寺拳法全日本学生大会（１０／５、代々木第

１体育館）が行われ、男子単独演武で河津圭一（国際３回）

が優良賞を受賞。組演武の男子三段以上の部で塩見

太孝（情報４回）・東谷卓也（経営３回）組、女子二段以

上の部で天野洋子（文化２回）・豊田尚見（文化１回）組

が決勝進出を果たした。 

 

 

　サッカー部 

１部復帰果たす 

関西学生サッカーリーグ戦（９／１３～１０／２６、鶴見緑

地球技場他）が行われ、Ａブロック１位（７勝１敗１分け）

となり、１１／１に大阪教育大と２部順位決定戦が行われ、

５－２で勝利。２部優勝を飾り、１部自動昇格を果たした。 

 

 

　ハンドボール部 

６部に降格 

関西学生ハンドボールリーグ戦（９／６～１０／２５、ひま

わりドーム他）が行われ、１勝４敗１分けで６位。入れ替

え戦で大阪市立大に１６－２０で敗れ６部に降格。 

　弓道部 

男子関西９位・女子ブロック３位 

関西学生弓道リーグ戦（９／２１～１０／１９、各大学弓道

場）が行われ、男子は１勝３敗で４位、的中率は関西９位。

女子は２勝２敗でＡブロック３位。中岡保伯（交機４回）

が個人的中率で関西６位（０．９１２）の高成績を収めた。 

 

 

　卓球部 

３部に残留 

関西学生卓球リーグ戦（９／２～７、伏見公園体育館他）

が行われ、３部Ａブロックで１勝４敗の５位で３部残留が

決定。 

 

 

　硬式庭球部 

３部に残留 

関西大学対抗リーグ戦（８／１７～９／１３、生駒テニス場

他）が行われ、リーグ戦５戦全敗。入れ替え戦で大阪大

に５－４で勝利し３部残留を決めた。 

 

 

　剣道部 

全日本大会出場 

関西学生剣道優勝大会（９／２１、大阪府立体育会館）

が行われ、準々決勝で立命館大に０－４と敗れたがベス

ト８となり、全日本学生剣道優勝大会への出場を決めた。

全日本学生剣道優勝大会は、１回戦で茨城大に接戦の

末０－１で敗れた。 

 

 

　日本拳法部 

全日本選手権出場 

全日本拳法総合選手権大会予選（７／１３、吹田市立武

道館）で、田上隼（電電３回）がブロック決勝で敗れたが、

敗者復活戦で勝ち、全日本拳法総合選手権大会の出

場を決めた。本大会（９／１４、大阪市中央体育館）では

２回戦で敗退した。 

 

 

　アメリカンフットボール部 

ＤＩＶＩ復帰ならず 

関西学生アメリカンフットボールリーグ戦（８／３０～１１

／３、王子スタジアム他）が行われ、最終戦で敗れたた

め、３勝２敗の成績でＡブロック２位に終わり、ＤＩＶＩ入れ

替え戦に届かなかった。 

 

 

　柔道部 

全日本学生体重別でベスト８ 

全日本学生柔道体重別選手権大会（１０／４～５、日本

武道館）が行われ、高瀬広海（経済４回）が男子－６６kg

級でベスト８入りを果たした。この結果、講道館杯全日

本柔道体重別選手権大会（１１／１６、千葉ポートアリー

ナ）に出場したが２回戦敗退。 

 

 

 

　準硬式野球部 

秋季リーグ３位 

西都六大学準硬式野球リーグ戦（８／２７～９／２１、鳴

尾浜臨海公園野球場他）が行われ、４勝５敗の３位。 

 

 
　男子ラクロス部 

１部昇格ならず 

関西学生ラクロスリーグ戦（８／１３～１１／２４、王子ス

タジアム他）が行われ、４勝３敗で３位となり、２年連続

で甲南大（１部６位）と入れ替え戦に臨み、延長の末６－

７で敗れた。 

 

 
　女子ラクロス部 

勝ち星とれず 

関西学生ラクロスリーグ戦（８／１４～１１／２４、王子ス

タジアム他）が行われ、健闘及ばず４敗で５位に終わった。 

 

 
　陸上競技部 

来季のシード権を確保 

第６５回関西学生対校駅伝競走大会（１１／１６、丹後半島・

８区８２．５km）が行われ、総合１１位の成績。１０位までに

与えられる、全日本学生駅伝競走予選会への出場はか

なわなかったが来季のシード権を確保した。 

 

 
　ソフトボール同志会 

昇格後、リーグ戦参加 

関西学生ソフトボール秋季リーグ戦（９／２８～１１／３、

万博公園スポーツ広場他）が行われ、３部Ｂブロック戦

で２勝２敗の３位。 

 

 

 
　内燃機関研究部 

全国大会参加 

鈴鹿サーキットにて開催された、ホンダエコノパワー

燃費競技鈴鹿大会（６／１４）参加。続いて、ツインリン

クもてぎで開催されたホンダエコノパワー燃費競技

全国大会（９／２０）にも参加した。 

 

 
　鉄道研究部 

関東の鉄道を取材 

８／２５から夏の合宿を兼ねて、関東の鉄道の取材旅行へ。 

 

 
　単車研究部 

ミニバイクレース出場 

新入生歓迎ツーリング（５／３）で伊勢方面へ。近畿ス

ポーツランドにて開催されたミニバイクレース（６／１４）

に出場。合宿を兼ねたツーリング（８／６）で、大分、宮崎、

熊本へ。 
 
 
 
　落語研究会 

漫才ライブ開催 

本学多目的ホールにて漫才ライブ（７／９）を開催した。 

 

　軽音楽部 

ジョイントライブ開催 

福島ライブスクエアにて大阪樟蔭女子大とのジョイン

トライブ（５／２４）開催。本学１２号館にて文化会フェス

ティバルライブ（６／２２）、梅田光明アムホールにて大

阪女子大とのジョイントライブ（９／４）開催。 

 

 

　無線研究部 

コンテスト参加 

本学において開催された、ＡＬＬ ＪＡコンテスト（４／ 

２８）に参加した。 

 

 

　吹奏楽部 

全日本学生吹奏楽連盟バンドフェア出場 

名古屋市民ホールにて開催された第３９回全日本学生

吹奏楽連盟バンドフェア（５／２７）出場。大東市立文化

センターにて第２０回定期演奏会（９／１４）、尼崎総合

体育館にて行われた第３５回学生柔道体重別団体優

勝大会（１１／２）でＢＧＭを演奏。大東市立文化センタ

ーにてクリスマスコンサート（１２／２３）開催。 

 

 

　創作文学研究部 

創作活動・交流も盛んに 

そうさく畑５５で、創作同人相互の交流と活動発表、さ

らに部誌の発行（７／６）も。 

 

 

　茶華道部 

茶会・華展を開催 

野崎参りの奉仕（５／３）、中央キャンパス内にて文化

会フェスティバル茶会・華展（６／２２）、大阪南森町に

て祥雲会月釜（茶会）稽古の成果を発表（７／１３）。 

 

 

　演劇部 

文化会フェスティバルで公演 

多目的ホールにて文化会フェスティバル公演（６／２２、 

２３）。 

 

 

　土木研究会 

現場見学会に参加 

関西地盤環境研究センターで現場見学会（１１／１４） 

に参加。 

最優秀選手、首位打者に後藤選手ベストナインに6選手 

硬式野球部 
阪神大学野球秋季1部リーグ 
8季ぶり7度目のV

今回は、校友会員の方からの要望もあり文化会系

クラブも掲載しました。紹介したクラブ以外にも

写真部、観光研究部、ユースホステル部、美術部、

電子計算研究部が活動を行っています。 
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私 た ち 、 が ん ば り ま し た  

　硬式野球部が所属する「阪神大学野球秋季1

部リーグ戦」の最終試合が10月7日、万博記念

公園野球場で行われ、大阪経済法科大学を10

対5の大差で破り、勝点4を上げ、8季ぶり7度

目のリーグ優勝を果たしました。 

　試合は1回、大阪経法大が3点を先制。3回に

も1点を追加され、5回まで無安打に抑えられ

る苦しい展開となりました。しかし、6回無死か

ら3番島本選手、4番青原選手の連続安打でチ

ャンスを広げると、1死二、三塁から6番山口選

手の適時打でまず1点を返し、続く7番後藤選

手の3本塁打で同点に追いつき、更に2死一、

二塁から2番森山選手が中前へ適時打を放ち、

5対4と逆転。7回にも後藤選手の三塁打など

で1点を追加すると、9回には1死満塁で今井

選手が走者一掃の二塁打を放つなど4点を追

加し、10対5で大勝しました。 

　最後のバッターを打ち取り、優勝が決まった

瞬間、選手達はマウンドへ駆け寄って抱き合い、

歓喜に浸っていました。ベンチ前で選手達がキ

ャプテンを胴上げする姿も見られました。 

　藤田透監督は、「春のリーグ戦の時に十分優

勝を狙いにいける力はあったが、主力に故障者

が出て万全のチーム状態ではなかったが、今回

は故障者もなく全員がベストの状態でチーム

づくりができ、キャプテンを中心にまとまりのあ

る元気なチームになった。この元気さを忘れず

に次を目指して頑張って欲しいと思う」と語ら

れた。 

　最優秀選手と首位打者に、捕手の後藤剛（経

済4回・鳥取城北高）選手が、ベストナインに捕

手の後藤剛選手、二塁手の柳川武士（文化3回・

大産大附高）選手、遊撃手に森山周（流通4回・

報徳学園高）選手、外野手に今井方斉（経営3回・

大阪桐蔭高）選手と辻本和豊（経済4回・日高

中津高）選手が、指名打者に島本守道（流通3回・

新港学園高）選手の計6選手が選ばれました。 

 

 

 

　同部は、阪神大学野球秋季リーグ優勝校として、

11月1日～3日、南港中央野球場で行われた「第

1回関西地区大学野球選手権」に出場。見事、

決勝戦まで進みましたが、龍谷大（関西六大学

野球リーグ代表）に延長の末2対1で敗れ、惜し

くも明治神宮野球大会への出場を逃しました。 

関西地区大学野球選手権 
接戦の末　準優勝 

秋季リーグ戦（1部）の試合結果 

10月  7日    大産大　10－5　大経法大 
10月  6日        〃　　 11－4　大経法大 
10月  3日        〃　　   0－4　天 理 大  
  9月30日        〃　　 14－5　天 理 大  
  9月28日        〃　　   0－4　天 理 大  
  9月14日        〃　　   4－2　関西外大 
  9月13日        〃　　   5－2　関西外大 
  9月  7日        〃　　 13－6　大 体 大  
  9月  5日        〃　　 12－0　大 体 大  
  9月  1日        〃　　   7－5　帝塚山大 
  8月31日        〃　　   5－0　帝塚山大 

　　  9勝2敗、勝率0.818、勝点4で優勝 

第1回関西地区大学野球選手権の試合結果 

11月  1日    大産大　  3－2　同志社大 
11月  2日        〃　　   3－2　阪 南 大  
11月  3日        〃　　   2－1　龍 谷 大  

ク ラ ブ 活 動 の 記 録  

体育会系クラブ 

文化会系クラブ 

 

 

 

 

　空手道部 

１部復帰果たす 

全関西大学空手道選手権大会（１０／５、京都市体育館）

が行われ、決勝戦で大阪学院大を４－１で破り、２部団

体優勝を飾り１部復帰を果たした。 

 

 

　バレーボール部 

秋季リーグで２位 

関西大学バレーボール秋季リーグ戦（１部）（９／２０～

１０／２６、本学体育館他）が行われ、優勝した大阪商業

大を破るなど活躍したが、最終結果７勝３敗の２位、創

部以来最高の成績を残した。【敢闘賞】山本慎二（経

営４回）。全日本インカレ（１２／８～１４、東京体育館他）

が行われ、１回戦シード、２回戦は福岡大を３－０、３回戦

は東京経済大を３－０と勝ち上がったが、４回戦は大阪

商業大に０－３で敗れ、ベスト１６となった。 

 

　 

　バスケットボール部 

関西リーグで６位インカレ出場権獲得 

関西学生バスケットボールリーグ（１部）（９／６～１０／

１９、なみはやドーム他）が行われ、優勝した近畿大、準

優勝の京都産業大を破るなどの活躍をみせた。最終

成績は６位となったが、全日本インカレの出場権を獲得。

【３Ｐ王】吉田平（経済４回）【フリースロー王】山谷直

也（交機４回）。全日本インカレ（１２／８～１４、代々木第

２体育館他）が行われ、１回戦で札幌大を８４－７６で降し

たが、２回戦の筑波大に７６－９９で敗れ、３２位となった。 

 

 

　少林寺拳法部 

河津選手に優良賞 

第３７回少林寺拳法全日本学生大会（１０／５、代々木第

１体育館）が行われ、男子単独演武で河津圭一（国際３回）

が優良賞を受賞。組演武の男子三段以上の部で塩見

太孝（情報４回）・東谷卓也（経営３回）組、女子二段以

上の部で天野洋子（文化２回）・豊田尚見（文化１回）組

が決勝進出を果たした。 

 

 

　サッカー部 

１部復帰果たす 

関西学生サッカーリーグ戦（９／１３～１０／２６、鶴見緑

地球技場他）が行われ、Ａブロック１位（７勝１敗１分け）

となり、１１／１に大阪教育大と２部順位決定戦が行われ、

５－２で勝利。２部優勝を飾り、１部自動昇格を果たした。 

 

 

　ハンドボール部 

６部に降格 

関西学生ハンドボールリーグ戦（９／６～１０／２５、ひま

わりドーム他）が行われ、１勝４敗１分けで６位。入れ替

え戦で大阪市立大に１６－２０で敗れ６部に降格。 

　弓道部 

男子関西９位・女子ブロック３位 

関西学生弓道リーグ戦（９／２１～１０／１９、各大学弓道

場）が行われ、男子は１勝３敗で４位、的中率は関西９位。

女子は２勝２敗でＡブロック３位。中岡保伯（交機４回）

が個人的中率で関西６位（０．９１２）の高成績を収めた。 

 

 

　卓球部 

３部に残留 

関西学生卓球リーグ戦（９／２～７、伏見公園体育館他）

が行われ、３部Ａブロックで１勝４敗の５位で３部残留が

決定。 

 

 

　硬式庭球部 

３部に残留 

関西大学対抗リーグ戦（８／１７～９／１３、生駒テニス場

他）が行われ、リーグ戦５戦全敗。入れ替え戦で大阪大

に５－４で勝利し３部残留を決めた。 

 

 

　剣道部 

全日本大会出場 

関西学生剣道優勝大会（９／２１、大阪府立体育会館）

が行われ、準々決勝で立命館大に０－４と敗れたがベス

ト８となり、全日本学生剣道優勝大会への出場を決めた。

全日本学生剣道優勝大会は、１回戦で茨城大に接戦の

末０－１で敗れた。 

 

 

　日本拳法部 

全日本選手権出場 

全日本拳法総合選手権大会予選（７／１３、吹田市立武

道館）で、田上隼（電電３回）がブロック決勝で敗れたが、

敗者復活戦で勝ち、全日本拳法総合選手権大会の出

場を決めた。本大会（９／１４、大阪市中央体育館）では

２回戦で敗退した。 

 

 

　アメリカンフットボール部 

ＤＩＶＩ復帰ならず 

関西学生アメリカンフットボールリーグ戦（８／３０～１１

／３、王子スタジアム他）が行われ、最終戦で敗れたた

め、３勝２敗の成績でＡブロック２位に終わり、ＤＩＶＩ入れ

替え戦に届かなかった。 

 

 

　柔道部 

全日本学生体重別でベスト８ 

全日本学生柔道体重別選手権大会（１０／４～５、日本

武道館）が行われ、高瀬広海（経済４回）が男子－６６kg

級でベスト８入りを果たした。この結果、講道館杯全日

本柔道体重別選手権大会（１１／１６、千葉ポートアリー

ナ）に出場したが２回戦敗退。 

 

 

 

　準硬式野球部 

秋季リーグ３位 

西都六大学準硬式野球リーグ戦（８／２７～９／２１、鳴

尾浜臨海公園野球場他）が行われ、４勝５敗の３位。 

 

 
　男子ラクロス部 

１部昇格ならず 

関西学生ラクロスリーグ戦（８／１３～１１／２４、王子ス

タジアム他）が行われ、４勝３敗で３位となり、２年連続

で甲南大（１部６位）と入れ替え戦に臨み、延長の末６－

７で敗れた。 

 

 
　女子ラクロス部 

勝ち星とれず 

関西学生ラクロスリーグ戦（８／１４～１１／２４、王子ス

タジアム他）が行われ、健闘及ばず４敗で５位に終わった。 

 

 
　陸上競技部 

来季のシード権を確保 

第６５回関西学生対校駅伝競走大会（１１／１６、丹後半島・

８区８２．５km）が行われ、総合１１位の成績。１０位までに

与えられる、全日本学生駅伝競走予選会への出場はか

なわなかったが来季のシード権を確保した。 

 

 
　ソフトボール同志会 

昇格後、リーグ戦参加 

関西学生ソフトボール秋季リーグ戦（９／２８～１１／３、

万博公園スポーツ広場他）が行われ、３部Ｂブロック戦

で２勝２敗の３位。 

 

 

 
　内燃機関研究部 

全国大会参加 

鈴鹿サーキットにて開催された、ホンダエコノパワー

燃費競技鈴鹿大会（６／１４）参加。続いて、ツインリン

クもてぎで開催されたホンダエコノパワー燃費競技

全国大会（９／２０）にも参加した。 

 

 
　鉄道研究部 

関東の鉄道を取材 

８／２５から夏の合宿を兼ねて、関東の鉄道の取材旅行へ。 

 

 
　単車研究部 

ミニバイクレース出場 

新入生歓迎ツーリング（５／３）で伊勢方面へ。近畿ス

ポーツランドにて開催されたミニバイクレース（６／１４）

に出場。合宿を兼ねたツーリング（８／６）で、大分、宮崎、

熊本へ。 
 
 
 
　落語研究会 

漫才ライブ開催 

本学多目的ホールにて漫才ライブ（７／９）を開催した。 

 

　軽音楽部 

ジョイントライブ開催 

福島ライブスクエアにて大阪樟蔭女子大とのジョイン

トライブ（５／２４）開催。本学１２号館にて文化会フェス

ティバルライブ（６／２２）、梅田光明アムホールにて大

阪女子大とのジョイントライブ（９／４）開催。 

 

 

　無線研究部 

コンテスト参加 

本学において開催された、ＡＬＬ ＪＡコンテスト（４／ 

２８）に参加した。 

 

 

　吹奏楽部 

全日本学生吹奏楽連盟バンドフェア出場 

名古屋市民ホールにて開催された第３９回全日本学生

吹奏楽連盟バンドフェア（５／２７）出場。大東市立文化

センターにて第２０回定期演奏会（９／１４）、尼崎総合

体育館にて行われた第３５回学生柔道体重別団体優

勝大会（１１／２）でＢＧＭを演奏。大東市立文化センタ

ーにてクリスマスコンサート（１２／２３）開催。 

 

 

　創作文学研究部 

創作活動・交流も盛んに 

そうさく畑５５で、創作同人相互の交流と活動発表、さ

らに部誌の発行（７／６）も。 

 

 

　茶華道部 

茶会・華展を開催 

野崎参りの奉仕（５／３）、中央キャンパス内にて文化

会フェスティバル茶会・華展（６／２２）、大阪南森町に

て祥雲会月釜（茶会）稽古の成果を発表（７／１３）。 

 

 

　演劇部 

文化会フェスティバルで公演 

多目的ホールにて文化会フェスティバル公演（６／２２、 

２３）。 

 

 

　土木研究会 

現場見学会に参加 

関西地盤環境研究センターで現場見学会（１１／１４） 

に参加。 

最優秀選手、首位打者に後藤選手ベストナインに6選手 

硬式野球部 
阪神大学野球秋季1部リーグ 
8季ぶり7度目のV

今回は、校友会員の方からの要望もあり文化会系

クラブも掲載しました。紹介したクラブ以外にも

写真部、観光研究部、ユースホステル部、美術部、

電子計算研究部が活動を行っています。 
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校 友 会 か ら の お 知 ら せ  

　平成16年1月18日（日）梅田サテライトにおいて、近畿地区の支部役

員28名が集合し、ブロック会議が開催されました。昨年はこの会議から兵

庫県の支部再編成、新たに兵庫県東支部結成となった会議ですが、今年度

も大学地元の大阪府・奈良県の地区の見直しについて意見交換が行われ

ました。また具体的な結果は出ませんでしたが、現在各支部が抱えている

問題、特に若年層の会員の支部活動への参加について現状などが報告さ

れました。会議の後、同日開催された大阪市支部・賀詞交歓会と合流、新

たな意見交換会が続きました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

受験適齢期の子女（子または兄弟姉妹）をお持ちの校友会員のみなさまへ 

近畿地区 ブロック会議報告 

四国地区 ブロック会議報告 

1.受験料免除 
校友会長が発行した書面を願書に添付する。 
※適用回数に制限はございません。 

2. 卒業生子女特別入学試験 
（1）募集定員と結果 

会員子女には受験・入学の優遇制度があります。大いに活用をおすすめします。 

（　　　　　　　　　　　　　　　） 
（参考）平成16年度入試の内容は下記の通りでした。 

合格 
1 
3 
2 
― 
― 
― 
1 
― 
2 
― 
1 
― 

10 
 
 
 

（2）出願資格 
　　次の各項に該当する者 
　　① 本学への入学を特に希望する者 
　　② 本学の卒業生の子女（子女とは、子または兄弟姉妹） 
　　③ 高等学校を平成16年3月卒業見込の者 
　　④ 高等学校調査書の全体評定平均値が「3.2」以上の者 
　　⑤ 本学専願者に限る 
　　※但し工学部に於ては、上記④⑤は適用されない。 
 
（3）試験日・選考方法 
　　工学部：平成15年11月15日（土）　英語・数学 
　　その他の学部：平成15年11月16日（日）　小論文と面接 
 
（4）校友会からの特典 
　　受験料（35,000円）の還付と入学祝金（100,000円）を贈ります。 

学部　　 
人間環境学部 

 
経営学部 

 
経済学部 

 
工学部 

　　　　　　学科 
文化環境学科 
都市環境学科 
経営学科 
流通学科 
経済学科 
国際経済学科 
機械工学科（昼間コース） 
機械工学科（夜間主コース） 
交通機械工学科（昼間コース） 
交通機械工学科（夜間主コース） 
都市創造工学科（旧 土木工学科） 
電気電子工学科 

合計 
 
 

定員 
2 
2 
5 
5 
3 
3 
2 
2 
1 
1 
2 
2 

30

受験 
1 
3 
2 
0 
0 
0 
3 
0 
6 
0 
1 
0 
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ゴルフ大会参加者募集 ゴルフ大会参加者募集 案内状希望の方は事務局へ 
　恒例の親睦ゴルフ大会が本
年も9月10日前後に開催予定。
日時・場所など詳細は、6月初
旬に決定します。参加案内状

希望の方は、校友会事務局へご
連絡ください。決まり次第、送
付させていただきます。 

　パソコンやITネットワークの普及により、多くの方々がイン

ターネットでホームページ閲覧や電子メールを楽しんでおられ

ると思います。この利便性と即時性を校友会でも利用したいと

考えており、会報発行のあり方を含めた運用について目下検討

しているところです。その第1弾として、校友会員の皆様のイ

ンターネット利用状況調査を行いたいと考えております。現在､

大阪産業大学校友会ホームページ「http://koyukai.cnt.osaka-

sandai.ac.jp」を運用しており、校友会会報「凡友」のペー

ジにも多くのアクセスを頂いておりますが、年2回の印刷物に

よる会報発行のほかに、随時タイムリーな話題を掲載すること

も可能となります。 

　将来の会報発行の指針になるものと考えますので、同封のア

ンケート葉書に所定の事項をご記入の上、ぜひ返信いただきま

すようお願い申し上げます。 

「アンケンケート」にご協力協力をお願お願いします！ 「アンケート」にご協力をお願いします！ 平成16年度 

●松本孝之さん（H9経済） 
【結婚式】平成15年9月20日 
【住　所】岡山県岡山市上道北方702-1 
　　　　 サンセール石原B101 
『新居は禁煙なのでタバコをやめました。』 

●柳澤謙造さん（H12経営） 
【結婚式】平成15年9月20日 
【住　所】大阪府枚方市西船橋1-24-15 
『ハネムーンで行ったオーストラリアは 
とても楽しかったです。 
フルムーンでもう一度行きたいですネ。』 

月 日  

場 所  

平成16年11月3日（祝） 

大阪産業大学 
※なつかしい大学祭期間中に開催 

校友会総会・パーティ 
のご案内 

●川口将武さん（H7環境） 
【結婚式】平成15年11月8日 
【勤務先】大阪産業大学 
『ハズカシイ　ハズカシイ　ハズカシイ』 

スイ
ート・カッ

プ

ル

　平成16年1月

24日（土）湯元さ

ぬき瀬戸大橋温泉

瀬戸内荘にて開催。

香川県支部の役職

者が世話役となり、

場所の設定・開催

案内・資料の作成

など下準備に携わ

った結果、ブロック

会議に辿り着きました。参加者は、四国全県の支部長をはじめ幹事等の方

が参加され、「各支部の状況を踏まえ現状と問題点」並びに「四国地区の

発展について」貴重な意見交換がなされました。参加人数は、香川県支部

から7名・徳島県支部3名・高知県支部2名・愛媛県支部6名の計18名。ま

た、本部から梅木副会長・吉田幹事が加わり、本部の状況報告と意向をお

伝えしました。また、梅木副会長は、香川県ご出身で、四国の状況を把握さ

れている関係上、和やかな雰囲気の中に、緊張感があり価値ある会議とな

りました。 

　その内容は、やはり全国共通の課題である、新メンバーの獲得に苦労さ

れています。これらを解決するには、「四国独自の凡友」を発行して、四国

だけのお得情報を発信し、支部を活性化させ、新人を勧誘する活発な意見

が出されました。加えて、本部の方も現役の学生さんに、校友会をＰＲし、

バックアップして欲しい要望が出されました。これについては、努力してい

るが、学生さんは、振り向かないという状況報告をし、新たな試みとして、こ

の3月卒業式において校友会からＰＲ目的で、校友会表彰を行う旨をお伝

えしました。その他、女子会員を確保する対策などの意見が出されました。 

　今回の会合で、四国全体が一つにまとまり、今後の四国地区の発展に繋

がる会となりました。　　　　　　　　　　　　　　　（幹事　吉田秀雄） 

　平成17年度入試（平成16年11月～平成17年3月）の詳しい内容が決まるのは5月の予定です。 
お知りになりたい方は、事務局へご連絡ください。決定次第お知らせします。 

お 悔 や み  以下の方々がお亡くなりになりました。 心からご冥福をお祈りいたします。 

元工学部土木工学科教授 

佐木　龍夫氏 
平成15年3月1日ご逝去（享年98歳） 
昭和44年4月教授として就任。同52年3月退職。 
同年4月より特任教授として就任され、同55年3月任期満了で退職されました。 

藤本（森沢）則和氏 （S44機械） 平成10年6月27日 ご逝去 

中尾　昌義氏 （S54経営） 平成15年2月10日 ご逝去 

大森　千尋氏 （S57経営） 平成15年9月14日 ご逝去 

高地　宣彰氏 （S54交機） 平成15年10月3日 ご逝去 

卒業生数 62,029名 

重複卒業生数 　　1,330名 

会員数 60,699名 

　ＩＴ（Information Technology）とは「コンピュータやデータ通信に

関する技術を総称的に表す語」。ＩＴ関連の発展はめざましく、中でも携帯

電話の普及率と性能には驚くばかりである。猫も杓子も携帯電話。携帯電

話を持っていないと人間でないような感がある。とは言うものの、一度携

帯電話を使いだすともう離すことができない。凡友もインターネットで配

信の時代が来るのでしょうか？　同封の「アンケート」にご協力ください。

返信はＩＴではありませんが・・・。 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

会員データ （平成16年1月31日現在） 

物故者数 443名 

住所不明者数 8,420名 

連絡可能会員数 51,836名 

会員データ 

●お問い合わせは校友会事務局まで（担当：福田） 
　7フリーダイヤル 0120-84-3040　FAX.072-875-0398

編　集 

後　記 

（編集部） 
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校 友 会 か ら の お 知 ら せ  
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も大学地元の大阪府・奈良県の地区の見直しについて意見交換が行われ

ました。また具体的な結果は出ませんでしたが、現在各支部が抱えている

問題、特に若年層の会員の支部活動への参加について現状などが報告さ

れました。会議の後、同日開催された大阪市支部・賀詞交歓会と合流、新

たな意見交換会が続きました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

受験適齢期の子女（子または兄弟姉妹）をお持ちの校友会員のみなさまへ 

近畿地区 ブロック会議報告 

四国地区 ブロック会議報告 

1.受験料免除 
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2. 卒業生子女特別入学試験 
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合格 
1 
3 
2 
― 
― 
― 
1 
― 
2 
― 
1 
― 

10 
 
 
 

（2）出願資格 
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学部　　 
人間環境学部 

 
経営学部 

 
経済学部 

 
工学部 

　　　　　　学科 
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都市環境学科 
経営学科 
流通学科 
経済学科 
国際経済学科 
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機械工学科（夜間主コース） 
交通機械工学科（昼間コース） 
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都市創造工学科（旧 土木工学科） 
電気電子工学科 

合計 
 
 

定員 
2 
2 
5 
5 
3 
3 
2 
2 
1 
1 
2 
2 

30

受験 
1 
3 
2 
0 
0 
0 
3 
0 
6 
0 
1 
0 
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ゴルフ大会参加者募集 ゴルフ大会参加者募集 案内状希望の方は事務局へ 
　恒例の親睦ゴルフ大会が本
年も9月10日前後に開催予定。
日時・場所など詳細は、6月初
旬に決定します。参加案内状
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連絡ください。決まり次第、送
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